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『
カ
ン
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
，
石
　
崎
宏
　
平
一
　
近
世
の
無
限
概
念
の
概
観
二
　
批
判
前
期
の
無
限
概
念
三
　
批
判
期
の
無
限
概
念
　
（
一
）
空
間
　
　
（
二
）
世
界
　
（
四
）
実
践
〃
的
自
我
　
　
（
五
）
　
（
三
）
神
理
念
の
表
現
者
と
し
て
の
自
我
一
　
近
世
の
無
限
概
念
の
概
観
、
コ
鈎
）
レ
（
》
．
国
o
博
o
）
は
『
デ
カ
ル
、
と
ス
コ
．
フ
哲
学
』
の
中
で
、
デ
カ
ル
，
の
瞥
性
を
舞
の
積
極
的
な
握
に
あ
・
・
表
し
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
は
無
限
を
単
に
有
限
の
延
長
に
於
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
有
限
の
根
底
に
於
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
為
に
は
、
端
的
な
絶
対
的
無
限
冒
訪
巳
ε
ヨ
と
不
定
的
無
限
言
山
鑑
巳
2
ヨ
と
が
区
別
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
原
理
・
第
一
部
・
二
＋
七
飾
）
。
後
者
は
ど
こ
ま
で
も
限
り
が
な
い
と
言
う
意
味
で
の
無
限
で
あ
り
、
前
者
は
絶
対
的
無
限
で
あ
る
。
こ
の
様
に
デ
カ
ル
ト
が
二
種
の
無
限
を
区
別
し
て
考
え
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
神
と
被
造
物
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
に
よ
る
（
原
　
　
　
　
「
カ
ン
ト
に
於
げ
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
亀
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
げ
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
理
・
第
一
部
・
二
＋
七
節
）
。
本
来
的
な
意
味
で
の
無
限
は
、
デ
カ
ル
ト
で
は
神
の
無
限
で
あ
る
。
神
の
無
限
性
は
同
時
に
完
全
性
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
神
は
完
全
に
し
て
無
限
な
存
在
者
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
う
い
う
無
限
が
如
何
に
し
て
把
握
出
来
る
か
は
未
だ
問
題
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
の
根
本
思
想
は
O
o
σ
q
ぎ
の
立
場
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
O
o
α
q
ぎ
が
有
限
な
人
間
の
立
場
に
属
す
る
限
り
、
如
何
に
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
無
限
が
積
極
的
に
把
握
出
来
る
か
。
確
か
に
デ
カ
ル
ト
は
、
無
限
な
る
も
の
そ
の
も
の
は
有
限
な
我
々
に
よ
っ
て
は
把
握
出
来
な
い
と
考
え
て
い
る
（
原
理
．
第
一
部
．
＋
九
節
）
。
無
限
な
神
の
観
念
は
た
と
え
我
々
の
観
念
の
中
で
最
も
明
晰
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
依
然
と
し
て
無
規
定
に
止
ま
る
。
然
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
の
事
は
我
々
に
人
間
の
精
神
の
本
質
的
な
完
全
性
と
不
完
全
性
と
の
分
析
を
通
じ
て
類
比
的
な
神
的
完
全
性
の
存
在
へ
と
推
論
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
即
ち
人
間
の
精
神
能
力
の
分
析
を
通
じ
て
デ
カ
ル
ト
は
自
由
意
志
に
到
達
す
る
。
こ
の
自
由
な
る
意
志
は
無
限
で
あ
り
完
全
で
あ
る
（
原
理
．
第
一
部
．
三
＋
五
節
）
。
そ
れ
で
は
神
の
意
志
と
人
間
の
意
志
と
は
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
意
志
は
そ
の
本
性
か
ら
言
っ
て
人
間
の
場
合
と
神
の
場
合
と
で
は
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
意
志
を
そ
れ
自
身
と
し
て
見
れ
ば
神
の
意
志
は
人
間
の
意
志
ぱ
り
も
よ
り
大
で
あ
る
の
で
は
な
い
（
原
理
．
第
一
部
．
三
＋
五
節
）
。
我
々
の
意
志
の
無
限
性
に
於
て
、
我
々
は
我
々
と
神
と
の
原
理
的
な
類
似
性
を
認
識
す
る
（
省
察
．
四
）
。
し
か
し
神
的
意
志
と
人
間
的
意
志
と
の
間
の
本
質
的
類
似
性
に
も
拘
ら
ず
両
者
の
間
p
に
は
根
本
的
な
区
別
が
存
す
る
。
何
故
な
ら
神
的
意
志
は
デ
カ
ル
ト
に
よ
れ
ば
絶
対
的
に
無
差
別
な
も
の
で
あ
り
、
外
的
必
然
性
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
・
れ
に
反
し
て
人
間
的
意
志
は
理
性
に
よ
っ
て
必
然
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
原
理
・
第
一
部
・
＋
四
節
）
。
従
っ
て
神
の
意
志
と
人
間
の
意
志
と
は
そ
の
類
似
性
に
も
拘
ら
ず
同
一
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
で
は
神
の
無
限
性
は
如
何
に
し
て
証
明
さ
れ
得
る
か
。
こ
の
問
題
は
同
時
に
神
の
存
在
の
証
明
に
か
か
わ
る
。
　
先
ず
我
々
は
自
ら
を
不
完
全
で
あ
り
、
制
限
さ
れ
た
依
存
的
な
も
の
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
不
完
全
と
い
う
観
念
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
。
不
完
全
性
の
観
念
は
完
全
性
の
観
念
を
前
提
し
、
有
限
の
観
念
は
無
限
の
観
念
を
前
提
と
す
る
（
省
察
．
三
）
。
従
っ
て
無
限
の
観
9
念
は
必
然
的
に
我
々
の
精
神
の
中
に
見
出
さ
れ
る
（
原
理
・
第
一
部
・
二
〇
箪
）
。
無
限
の
観
念
は
他
の
す
べ
て
の
観
念
に
よ
っ
て
明
晰
判
明
に
知
覚
さ
れ
る
。
我
々
は
明
晰
判
明
に
神
の
観
念
を
持
つ
。
し
か
し
こ
の
場
合
の
明
晰
判
明
と
い
う
の
は
果
し
て
数
学
的
命
題
の
様
な
場
合
の
明
晰
判
明
と
同
じ
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
と
は
言
え
デ
カ
ル
ト
に
於
て
既
に
無
限
な
神
が
有
限
の
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
　
無
限
の
問
題
は
デ
カ
ル
ト
に
於
て
上
述
の
如
く
先
ず
神
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
同
時
に
世
界
の
問
題
、
空
間
の
問
題
に
か
か
わ
る
。
デ
カ
ル
ト
は
右
に
述
べ
た
様
に
無
限
を
絶
対
的
無
限
と
不
定
的
無
限
と
に
区
別
し
た
が
、
こ
れ
は
特
に
彼
の
空
間
論
に
於
て
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
絶
対
的
無
限
は
神
の
無
限
で
あ
り
、
不
定
的
無
限
は
延
長
の
無
限
、
空
間
の
無
限
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
世
界
或
は
空
間
が
無
限
で
あ
る
と
言
う
場
合
、
そ
の
無
限
は
限
り
が
な
い
と
言
う
意
味
で
の
無
限
で
あ
る
（
原
理
．
第
二
部
・
二
＋
一
節
）
。
し
か
し
そ
う
い
う
無
限
の
あ
り
方
は
、
既
に
絶
対
的
無
限
を
予
想
し
、
前
提
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
止
の
様
に
デ
カ
ル
ト
に
於
て
無
限
の
問
題
は
形
而
上
字
的
性
格
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
無
限
の
問
題
は
単
に
デ
カ
ル
ト
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
。
無
限
の
問
題
は
近
世
に
於
て
直
接
神
の
問
題
に
か
か
わ
る
と
同
時
に
、
宇
宙
或
は
空
間
の
問
題
に
か
か
わ
る
。
む
し
ろ
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
空
間
の
合
理
化
に
近
世
哲
学
の
課
題
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
　
無
限
概
念
は
デ
カ
ル
ト
以
後
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
ニ
ッ
ツ
に
於
て
そ
の
形
而
上
学
的
含
蓄
を
示
す
。
そ
の
意
味
で
近
世
哲
学
は
無
限
の
形
而
上
学
で
あ
り
、
そ
の
形
成
発
展
の
過
程
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。
　
ス
ピ
ノ
ザ
は
無
限
を
絶
対
的
無
限
即
ち
神
の
無
限
と
、
類
に
於
け
る
無
限
即
ち
属
性
の
無
限
、
及
び
様
態
の
無
限
と
に
区
別
す
る
（
エ
チ
カ
・
第
一
部
・
定
義
六
・
定
理
二
＋
三
）
。
ス
ピ
ノ
ザ
に
於
て
も
又
デ
カ
ル
ト
と
同
様
に
神
は
無
限
な
実
体
で
あ
る
。
し
か
し
デ
カ
ル
ト
が
神
の
他
に
精
神
と
物
体
を
も
実
体
と
看
徹
す
る
の
に
対
し
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
は
神
の
み
を
唯
一
の
実
体
と
し
、
精
神
と
物
体
と
を
神
の
属
性
と
看
徹
す
（
第
一
部
・
定
理
＋
四
・
系
二
第
二
部
・
定
理
一
・
定
理
二
）
。
更
に
個
物
は
神
の
属
性
の
変
状
、
或
は
神
の
属
性
を
一
定
の
仕
方
で
表
現
　
　
　
　
「
カ
ン
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
　
丹
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
綺
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
四
す
る
様
態
に
他
な
ら
な
い
（
第
一
部
・
定
理
二
＋
五
・
系
）
。
こ
の
様
態
が
神
の
属
性
の
変
状
と
し
て
無
限
様
態
と
言
わ
れ
、
こ
れ
が
同
時
に
延
長
様
態
と
’
し
て
自
己
の
中
に
無
限
性
を
や
ど
す
と
す
る
な
ら
ば
、
正
に
そ
の
意
味
に
於
て
塞
間
及
び
世
界
は
無
限
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
ス
ピ
ノ
ザ
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
及
び
ブ
ル
ノ
ー
の
無
限
観
に
近
ず
く
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
自
然
の
う
ち
に
は
、
実
体
と
そ
の
変
状
と
の
他
何
物
も
存
在
し
な
い
（
第
一
部
・
定
理
六
・
系
）
。
ス
ピ
ノ
ザ
に
あ
っ
て
は
神
は
そ
の
創
造
力
に
於
て
自
然
そ
の
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
。
従
っ
て
彼
に
あ
っ
て
は
空
間
・
世
界
は
同
時
に
神
的
実
体
と
と
も
に
無
限
で
あ
る
。
神
の
み
が
無
限
で
あ
る
の
で
は
な
く
空
間
も
又
無
限
で
あ
る
。
何
故
な
ら
神
は
そ
れ
自
身
又
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
無
限
な
空
間
と
い
う
属
性
は
神
的
実
体
の
存
在
を
そ
れ
自
身
に
於
て
直
接
表
現
す
る
。
空
間
も
又
そ
の
意
味
で
絶
対
的
無
限
性
を
も
つ
。
　
こ
の
様
な
無
限
空
間
の
思
想
は
同
時
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
絶
対
空
間
の
思
想
の
根
底
を
為
す
も
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
絶
対
空
間
は
所
謂
G
o
。
霧
o
H
ご
ヨ
U
。
凶
と
し
て
絶
対
的
無
限
な
の
で
あ
る
。
即
ち
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
「
殆
ん
ど
物
質
の
な
い
空
虚
な
場
所
に
何
が
あ
る
か
、
又
太
陽
及
び
遊
星
が
中
間
に
密
な
物
質
な
し
に
相
互
に
引
き
あ
う
の
は
何
に
よ
る
か
、
自
然
の
為
す
と
こ
ろ
に
無
駄
の
な
い
の
は
何
に
よ
る
か
、
又
我
々
が
世
界
に
見
る
総
て
の
秩
序
と
美
と
は
何
処
か
ら
生
ず
る
か
、
等
々
」
の
根
拠
を
尋
ね
て
、
「
動
物
の
感
覚
中
枢
が
、
感
ず
る
物
質
の
存
在
す
る
場
所
で
あ
り
、
事
物
の
感
知
せ
ら
れ
得
る
映
像
が
、
神
経
及
び
脳
髄
を
通
し
て
其
処
に
運
ば
れ
、
直
接
こ
の
物
質
の
処
に
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
覚
せ
ら
れ
る
」
と
老
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
為
に
は
「
無
限
な
空
間
に
於
て
、
恰
か
も
自
己
の
感
覚
中
枢
に
於
け
る
如
く
、
非
物
体
的
な
、
生
け
る
、
知
性
的
遍
在
の
存
在
が
、
事
物
そ
の
も
の
を
奥
底
ま
で
見
、
隅
か
ら
隅
ま
で
知
覚
し
、
且
つ
．
完
全
に
理
解
す
る
存
在
者
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
光
学
・
第
三
篇
・
第
一
章
・
疑
問
二
＋
八
）
と
主
張
す
る
。
こ
の
様
な
存
在
者
こ
そ
神
に
他
な
ら
な
い
。
「
神
は
到
る
処
事
物
そ
れ
自
身
に
臨
在
し
て
い
る
」
（
同
疑
問
三
＋
一
）
。
こ
の
恰
か
も
神
の
感
覚
中
枢
で
あ
る
か
の
如
き
無
限
な
空
間
が
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
言
う
絶
対
空
間
で
あ
り
、
こ
の
様
な
空
間
は
通
常
の
相
対
的
空
間
か
ら
区
別
さ
れ
る
（
自
然
哲
学
の
数
学
的
原
理
・
定
義
の
註
）
。
カ
ン
ト
の
初
期
の
空
間
論
が
こ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
絶
対
空
間
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
適
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
臥
祉
。
こ
れ
は
同
時
に
ス
ピ
ノ
ザ
の
カ
ン
ト
へ
の
影
響
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
実
際
カ
ン
ト
の
初
期
に
於
け
る
無
限
な
絶
対
空
間
の
考
え
は
、
所
謂
「
時
間
空
間
の
観
念
性
の
発
見
」
に
よ
っ
て
一
応
否
定
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
本
的
立
場
は
、
却
っ
て
「
批
判
」
を
通
じ
て
「
展
開
」
さ
れ
た
と
見
る
ぺ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
時
間
空
間
の
先
験
的
観
念
性
を
認
め
な
け
れ
ば
、
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
は
避
け
得
な
い
」
と
彼
は
機
会
あ
る
毎
に
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
券
え
て
来
る
な
ら
ば
、
我
々
の
哲
学
者
に
と
っ
て
も
無
限
の
問
題
は
単
に
消
極
的
派
生
的
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
批
判
哲
学
そ
の
も
の
の
根
本
動
機
を
為
し
、
こ
れ
を
軸
に
彼
の
体
系
が
展
開
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
し
か
し
無
限
の
形
而
上
学
は
ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
直
接
カ
ン
ト
に
発
展
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
間
に
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
カ
ン
ト
へ
の
影
響
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
そ
れ
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
の
克
服
は
む
し
ろ
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
的
思
老
に
基
ず
く
。
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ッ
は
ス
ピ
ノ
ザ
が
唯
一
の
実
体
し
か
認
め
な
い
の
に
対
し
多
く
の
実
体
を
認
め
る
。
彼
の
言
う
実
体
は
単
純
な
実
体
、
即
ち
肇
ナ
艦
で
あ
る
。
単
子
は
拡
り
も
部
分
も
持
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
彼
の
定
義
に
従
え
ば
「
活
動
可
能
な
存
在
」
で
あ
り
、
「
力
」
で
あ
る
（
理
性
に
基
ず
く
自
然
と
恩
恵
の
原
理
、
以
下
単
に
「
原
理
」
）
。
そ
う
い
う
単
純
な
実
体
と
し
て
の
単
子
は
お
巴
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
単
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ロ
ス
ペ
ク
テ
イ
ロ
フ
子
は
無
限
に
多
く
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
子
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
意
識
の
度
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
遠
近
法
的
に
世
界
を
表
現
す
る
（
原
醤
、
単
子
論
・
壬
ハ
∴
五
七
）
。
「
表
現
曼
書
匿
雪
」
或
は
「
表
象
娼
・
・
。
畳
。
E
と
は
、
ラ
イ
プ
ニ
。
ツ
に
ト
乳
ば
「
一
」
の
中
に
「
多
」
を
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
（
単
子
論
、
＋
三
）
。
「
一
」
の
中
に
「
多
」
を
映
し
出
す
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
単
純
な
実
体
は
「
宇
宙
の
永
久
な
活
き
た
鏡
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
（
単
子
論
、
五
＋
六
）
。
　
と
こ
ろ
で
単
子
を
表
象
的
性
格
に
於
て
考
え
る
と
す
れ
ば
、
コ
」
と
「
多
」
、
「
全
体
」
と
「
部
分
」
の
関
係
は
、
「
単
子
」
と
「
世
界
」
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
曇
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
『
カ
ン
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
」
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
の
関
係
に
か
か
わ
っ
て
来
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
そ
れ
で
ば
先
ず
世
界
或
は
宇
宙
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
ど
う
考
え
て
い
た
か
。
世
界
は
一
つ
の
全
体
8
ε
ヨ
で
は
な
い
（
い
Φ
ま
巳
朗
閏
甲
ロ
冥
轟
。
ゲ
円
洋
①
・
N
縄
る
旨
巨
軽
農
鐘
雷
δ
・
。
葺
・
葛
霧
・
§
§
9
・
し
・
琶
．
田
巳
目
ω
゜
ω
①
゜
・
°
以
下
O
”
ω
゜
・
』
°
ω
①
゜
・
と
略
記
）
・
世
界
を
絶
対
的
全
体
と
し
て
こ
れ
の
限
定
ど
し
て
個
物
を
考
え
よ
う
と
す
る
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
を
否
定
す
る
。
世
界
は
現
実
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
現
実
的
な
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
部
分
が
全
体
に
先
立
つ
（
O
卑
o
o
ω
゜
H
目
゜
ω
．
蔭
①
G
Q
）
。
現
実
的
な
る
も
の
の
集
合
9
σ
q
σ
Q
話
α
q
鎖
ε
ヨ
は
そ
れ
自
身
一
つ
の
全
体
を
為
さ
ぬ
。
世
界
に
あ
る
も
の
は
無
限
で
あ
る
が
、
こ
の
無
限
な
る
も
の
は
全
体
で
は
な
く
集
合
で
あ
る
。
世
界
は
か
か
る
現
実
的
な
る
も
の
の
集
合
か
ら
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
単
子
の
集
合
で
あ
る
他
な
い
（
（
U
o
q
o
ω
．
H
H
°
Q
o
°
蔭
①
刈
）
。
こ
の
集
合
は
各
々
の
単
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
視
点
か
ら
表
象
す
る
一
つ
の
世
界
と
し
て
共
可
能
的
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
多
」
に
よ
る
コ
」
と
し
て
、
全
体
属
さ
な
い
が
無
限
と
考
え
ら
れ
る
（
匿
量
切
。
・
・
。
・
』
巳
§
・
い
・
謡
§
§
琶
。
・
。
喜
一
。
・
ω
゜
§
以
下
団
．
仁
ω
O
と
略
記
）
。
単
子
は
ど
れ
も
こ
れ
も
混
雑
に
で
は
あ
る
が
無
限
、
全
体
に
向
っ
て
い
る
（
単
子
論
・
六
〇
）
。
各
単
子
が
集
合
と
し
て
の
一
つ
の
世
界
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
多
」
に
よ
る
コ
」
の
表
現
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
様
な
「
一
」
な
る
集
合
と
し
て
の
世
界
の
無
限
は
、
現
実
的
な
無
限
、
無
限
多
の
集
合
と
し
て
、
そ
れ
自
身
超
越
的
意
味
を
持
つ
。
　
次
に
空
間
は
一
般
に
統
一
的
全
体
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
い
う
空
間
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
観
念
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
単
子
は
不
可
分
で
現
喫
的
な
実
体
で
あ
る
に
対
し
、
空
間
は
無
限
に
分
割
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
空
間
は
実
体
で
も
、
物
で
も
な
く
（
何
故
な
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
物
は
、
そ
の
各
部
分
が
既
に
現
実
的
に
無
限
に
分
割
さ
れ
て
い
る
（
単
子
論
・
六
＋
五
）
）
、
単
な
る
現
象
で
あ
り
・
共
存
の
関
係
、
或
は
秩
序
で
あ
る
（
O
器
ω
゜
H
”
①
α
）
。
こ
の
老
え
が
後
に
カ
ン
ト
の
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
克
服
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
空
間
の
観
念
的
な
る
構
造
は
、
「
連
続
性
の
原
理
」
に
基
ず
く
。
空
間
は
観
念
的
な
る
統
一
体
と
し
て
、
単
子
の
非
連
続
に
対
し
て
連
続
の
構
造
を
持
つ
。
こ
の
連
続
性
の
原
理
は
、
又
「
普
遍
的
秩
序
の
原
理
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
源
泉
を
無
限
の
中
に
℃
持
つ
（
O
p
ω
ω
H
°
ω
゜
罐
）
。
そ
の
要
点
は
「
与
え
ら
れ
た
も
の
に
於
け
る
秩
序
に
、
求
め
ら
れ
た
も
の
に
於
け
る
秩
序
が
対
応
す
る
」
（
①
げ
窪
匿
）
と
い
う
事
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
空
闘
の
連
続
的
構
造
は
数
の
無
限
構
造
に
か
か
わ
る
。
無
限
の
学
的
処
理
が
微
分
法
で
あ
る
。
数
の
無
限
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
ど
う
考
え
て
い
た
か
。
　
微
分
法
に
関
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
基
本
的
考
え
方
は
、
対
ベ
ル
ヌ
イ
と
の
書
簡
の
中
に
単
的
に
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
一
六
九
八
年
八
月
二
十
六
日
ベ
ル
ヌ
イ
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
対
し
次
の
様
な
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。
「
あ
な
た
は
有
限
な
物
質
的
部
分
は
、
現
実
に
既
に
無
限
に
多
く
の
部
分
に
分
か
た
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
に
も
拘
ら
ず
こ
の
部
分
は
無
限
に
小
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
反
対
さ
れ
る
。
こ
れ
は
相
互
に
ど
う
関
係
す
る
で
し
よ
う
か
」
（
O
p
ω
ω
゜
H
H
°
ω
．
ω
①
刈
）
。
こ
れ
に
対
し
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
任
意
に
小
な
る
部
分
に
対
し
て
、
更
に
よ
り
小
な
る
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
有
限
な
、
他
の
小
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
」
（
①
ぴ
Φ
づ
゜
ω
゜
ω
刈
O
）
と
言
う
。
無
限
小
或
は
無
限
大
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ッ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
示
し
得
る
数
よ
り
も
、
よ
り
大
、
よ
り
小
な
る
数
が
常
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
従
っ
て
ベ
ル
ヌ
イ
が
「
線
に
於
て
睾
二
＼
≠
°
・
＼
μ
二
m
♪
－
」
・
。
＼
　
・
－
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
接
断
が
事
実
あ
っ
て
、
こ
の
系
列
の
全
て
の
項
が
存
在
す
る
場
合
、
最
小
項
も
又
存
在
す
る
」
と
言
う
の
に
対
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
そ
こ
か
ら
は
、
任
意
の
微
小
な
、
任
意
の
有
限
な
示
し
う
る
分
数
が
あ
る
と
い
う
こ
と
以
上
の
何
も
結
果
し
な
い
」
（
Φ
げ
8
び
餌
）
と
言
う
。
点
は
線
の
要
素
で
は
な
く
極
限
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
数
に
関
し
て
は
無
限
小
の
実
在
を
否
定
す
る
。
無
限
大
と
最
大
と
が
区
別
し
て
老
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
同
様
、
無
限
小
と
最
小
と
が
区
別
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
（
∪
鋤
ω
ω
．
一
一
噸
Q
D
°
G
o
①
り
）
。
無
限
な
る
も
の
は
統
一
的
全
体
で
は
な
い
。
「
集
合
数
、
あ
ら
ゆ
る
数
の
集
合
は
、
そ
れ
が
唯
一
の
全
体
と
し
て
規
定
さ
れ
る
場
合
は
矛
盾
で
あ
る
」
（
O
器
ω
．
H
H
曾
ω
゜
ω
①
G
。
）
。
こ
れ
は
集
合
論
の
逆
説
を
脱
れ
る
主
張
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き
点
で
あ
る
。
「
私
は
無
限
な
多
を
認
め
る
。
し
か
し
こ
の
多
は
一
つ
の
数
を
形
成
せ
ず
、
統
一
的
全
体
を
形
成
し
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
何
等
か
の
数
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
よ
り
も
更
に
多
く
の
項
が
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
と
同
様
に
す
べ
て
の
数
か
ら
な
ゐ
多
或
は
総
体
が
あ
る
が
、
こ
の
多
そ
の
も
の
は
そ
れ
自
身
一
つ
の
数
で
も
な
く
、
統
一
的
全
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
あ
発
農
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
●
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊃
　
　
　
　
　
　
八
体
で
も
な
い
」
（
O
p
°
・
ω
゜
H
H
°
ω
曾
ω
G
。
H
）
。
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
こ
の
様
な
微
分
法
の
立
場
に
立
つ
限
り
、
数
的
無
限
は
完
結
的
無
限
で
は
な
く
不
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
数
が
連
続
的
な
る
も
の
と
し
て
は
空
間
と
同
じ
く
観
念
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「
従
っ
て
微
分
法
的
に
考
え
ら
れ
た
無
限
小
は
、
恐
ら
く
何
か
想
像
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
現
実
的
な
も
の
を
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
じ
こ
と
が
虚
根
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
法
則
と
し
て
事
物
を
支
配
す
る
観
念
的
根
拠
に
そ
の
場
所
を
も
っ
て
い
る
」
、
従
っ
て
「
無
限
小
は
、
そ
れ
が
引
き
出
さ
れ
て
来
る
連
続
の
原
理
と
同
様
、
現
実
的
な
現
象
に
対
し
て
無
制
約
的
妥
当
性
を
も
つ
」
（
O
⇔
°
■
ω
．
H
H
°
Q
o
°
ω
①
H
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
在
的
な
る
も
の
の
は
数
と
対
応
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
子
の
一
が
整
数
一
に
対
応
す
る
。
「
現
実
的
な
る
も
が
、
整
数
が
一
か
ら
構
成
さ
れ
る
如
き
構
造
を
持
つ
」
（
〔
W
⇔
ω
ω
H
團
゜
ω
゜
ω
α
c
◎
）
と
す
れ
ば
、
単
子
の
実
無
限
に
対
し
て
、
単
位
数
一
の
実
無
限
が
あ
る
と
老
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
・
し
か
し
そ
の
様
な
無
限
は
「
神
の
精
神
の
中
．
に
存
在
す
る
」
（
〉
昌
匹
①
ω
］
W
O
ω
ω
①
ω
堕
団
ン
戯
ω
の
）
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
言
う
。
　
空
間
時
間
は
秩
序
で
あ
り
、
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
「
そ
の
源
は
神
の
中
に
あ
る
」
（
2
0
q
〈
窪
ロ
×
国
器
巴
ω
゜
Z
①
ロ
①
〉
げ
ぽ
磐
げ
ゴ
ロ
σ
q
①
目
麟
げ
Φ
圏
仙
①
口
日
O
口
。
。
O
匡
♂
『
①
昌
く
⑦
誘
爲
5
F
〈
O
口
爵
げ
窪
ω
Φ
訂
け
》
国
゜
O
㊤
ω
陰
器
ト
い
①
ま
巳
N
芝
O
目
閃
Φ
゜
切
き
α
゜
目
H
．
ω
。
H
ω
吟
以
下
O
⇔
ω
ω
目
同
と
略
記
）
。
従
っ
て
こ
の
様
な
時
間
は
単
に
観
念
的
で
は
な
い
。
「
時
間
空
間
は
、
可
能
的
な
る
も
の
と
現
実
的
な
る
も
の
の
両
者
に
か
か
わ
る
永
久
真
理
の
本
性
を
持
つ
」
（
∩
）
9
ω
ω
゜
H
H
一
ω
゜
H
ω
㊤
）
。
時
間
空
間
の
絶
対
的
実
在
性
を
主
張
す
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
対
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
こ
れ
を
観
念
的
な
も
の
と
す
る
が
、
空
間
の
源
を
神
の
中
に
お
き
、
「
空
間
に
関
し
て
絶
対
者
の
観
念
は
神
の
不
可
測
性
に
他
な
ら
な
い
」
（（
ｾ
餌
ω
o
o
°
H
H
H
ω
゜
H
偽
①
）
と
す
れ
ば
、
両
者
の
距
離
は
さ
ほ
ど
へ
だ
た
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
同
時
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
ク
ラ
ー
ク
と
の
論
争
に
於
て
、
空
間
を
余
り
に
神
に
近
ず
け
る
こ
と
を
不
当
と
し
、
神
の
働
き
と
被
造
物
の
働
き
と
の
間
に
無
限
の
距
離
を
お
く
べ
き
で
あ
る
と
言
う
（
い
Φ
ま
三
N
－
O
冨
同
犀
Φ
O
o
疑
Φ
ω
℃
o
コ
鎚
①
p
o
①
゜
Φ
曲
8
α
げ
団
出
゜
○
°
〉
」
①
×
曽
口
山
①
μ
ω
り
邸
）
。
　
無
限
空
間
は
連
続
的
な
も
の
と
し
て
、
観
念
的
で
あ
り
、
数
学
的
連
続
性
、
観
念
性
に
か
か
わ
る
。
こ
の
様
な
観
念
性
は
可
能
性
と
現
●
実
性
の
両
者
に
か
か
わ
る
と
い
う
二
重
性
格
を
持
つ
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
が
直
観
の
形
式
と
範
疇
と
を
媒
介
す
る
に
当
っ
て
、
両
者
に
共
通
な
も
の
と
し
て
先
験
的
時
間
限
定
の
図
式
を
見
出
し
た
の
に
類
比
的
で
あ
る
。
図
式
は
両
者
に
共
通
な
る
二
重
性
格
を
も
つ
の
で
あ
る
。
数
は
形
象
的
と
同
時
に
観
念
的
エ
イ
ド
ス
的
性
格
を
持
つ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
微
分
の
考
え
方
は
そ
の
根
本
に
於
て
形
而
上
学
的
要
求
を
含
む
。
し
か
し
こ
の
様
に
考
え
ら
れ
た
無
限
は
直
ち
に
絶
対
的
無
限
で
は
な
い
。
　
絶
対
的
無
限
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
於
て
も
又
神
で
あ
る
。
「
真
a
無
限
は
厳
密
に
は
た
だ
絶
対
者
の
中
に
あ
る
」
（
O
⇔
ω
ω
臼
戸
ω
昌
瞳
）
。
神
の
無
限
は
一
切
の
も
の
を
超
越
し
て
い
る
。
一
切
の
系
列
の
外
に
あ
る
（
単
子
論
．
三
＋
七
．
三
＋
八
）
と
い
う
意
味
で
の
無
限
で
あ
る
。
こ
の
様
な
無
限
の
構
造
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
「
絶
対
者
、
不
可
分
な
無
限
者
の
み
が
真
な
る
一
性
を
も
つ
」
（
〉
づ
幽
①
ω
し
d
o
ω
ω
Φ
ω
団
゜
ω
’
ω
①
）
。
こ
の
様
な
無
限
は
「
分
0
べ
か
ら
ざ
る
無
限
者
と
し
て
一
で
あ
る
が
、
全
体
で
は
な
い
。
そ
の
様
な
無
限
が
神
で
あ
る
」
。
（
①
げ
Φ
】
ρ
゜
団
U
°
ω
゜
偽
ω
㊤
）
。
・
神
の
無
限
は
不
可
分
の
無
限
と
し
て
一
で
あ
り
、
部
分
の
完
成
と
し
て
の
一
で
は
な
く
、
合
成
に
先
立
つ
、
従
っ
て
神
の
無
限
は
単
子
の
集
合
と
し
て
の
世
界
の
無
限
と
は
次
元
の
異
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
は
む
し
ろ
そ
れ
と
は
独
立
に
充
足
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
神
は
凡
て
の
事
象
の
機
微
委
曲
の
十
分
な
理
由
で
あ
る
。
こ
の
様
な
神
は
実
体
で
は
あ
る
が
単
子
と
は
異
る
。
神
だ
け
が
原
始
的
な
コ
」
即
ち
根
源
的
単
純
体
で
あ
り
、
凡
て
神
に
造
ら
れ
た
、
即
ち
派
生
的
な
単
子
は
、
そ
の
生
産
物
と
し
て
言
わ
ば
「
神
性
の
不
断
の
電
光
放
射
」
に
よ
っ
て
刻
々
そ
こ
か
ら
生
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
（
単
子
論
．
四
＋
七
）
。
し
か
し
こ
の
派
生
゜
的
な
単
子
が
表
現
或
は
表
象
す
る
能
力
を
持
つ
の
は
、
神
の
知
性
に
対
応
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
理
性
的
精
神
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
領
域
に
於
け
る
小
さ
な
神
の
様
な
も
の
で
あ
る
（
単
子
論
・
八
＋
三
）
。
各
々
の
単
子
が
各
々
の
視
点
か
ら
世
界
を
表
出
す
る
と
同
様
に
、
理
性
的
精
神
は
無
限
な
神
を
表
出
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
理
性
的
精
神
が
被
造
物
と
し
て
の
有
限
者
の
精
神
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
結
局
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
於
て
真
の
無
限
と
し
て
の
神
の
把
握
は
、
有
限
な
個
体
に
と
っ
て
表
出
的
表
象
的
に
の
み
可
能
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
晦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（（（（4321））））
『
カ
ソ
ト
に
於
げ
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
》
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団
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①
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①
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①
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①
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①
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．
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国
皿
8
■
■
o
o
夢
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①
o
訂
α
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昌
o
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9
日
ゴ
①
日
窪
α
臼
櫛
び
窪
亀
似
昌
象
゜
。
9
窪
ζ
①
什
碧
げ
遂
時
゜
ω
゜
刈
α
一
〇
二
　
批
判
前
期
の
無
限
概
念
　
近
世
哲
学
は
右
に
見
て
来
た
様
に
無
限
の
積
極
的
把
握
を
一
つ
の
根
本
動
機
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
極
め
て
神
学
的
形
而
上
学
的
意
味
を
持
つ
。
今
我
々
が
こ
の
様
な
近
世
哲
学
の
流
れ
の
中
で
カ
ン
ト
を
見
て
行
こ
う
と
す
る
場
合
、
彼
に
於
て
果
し
て
無
限
の
問
題
は
消
極
的
派
生
的
意
義
し
か
持
ち
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
一
般
に
批
判
哲
学
の
特
色
は
現
象
と
物
自
体
の
二
元
論
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
認
識
の
限
界
規
定
を
人
間
理
性
の
立
場
で
行
う
。
こ
の
人
間
理
性
が
有
限
者
の
理
性
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
有
限
者
が
如
何
に
し
て
無
限
を
積
極
的
に
把
握
し
得
る
か
。
無
限
を
単
に
過
程
的
な
無
限
と
す
る
な
ら
ば
、
有
限
者
に
固
有
な
現
象
の
形
式
と
し
て
の
空
間
時
間
が
、
如
何
に
し
て
「
無
限
な
量
と
し
て
与
え
ら
れ
る
」
と
主
張
し
得
る
か
。
一
般
に
カ
ン
ト
に
於
て
真
の
無
限
は
如
何
な
る
仕
方
で
把
握
さ
れ
、
そ
れ
が
存
在
論
的
に
見
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
か
。
　
カ
ン
ト
に
於
て
無
限
の
問
題
が
纒
ま
っ
た
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
六
五
六
年
の
所
謂
『
天
体
論
と
蒔
①
ヨ
①
言
①
Z
鉾
母
σ
q
①
ω
。
7
一
－
o
穿
Φ
信
口
山
円
ず
①
o
昌
①
山
①
ω
田
B
ヨ
Φ
『
」
で
あ
る
。
本
書
に
於
て
カ
ン
ト
は
宇
宙
空
間
の
無
限
を
神
の
創
造
の
無
限
に
帰
し
て
い
る
。
世
界
乃
至
宇
宙
は
「
神
的
現
存
の
無
限
な
空
間
畠
興
口
器
ロ
自
鼻
①
菊
き
ヨ
α
霞
σ
q
α
三
8
げ
曾
○
Φ
ひ
q
①
口
毛
母
こ
（
O
器
玲
①
お
囚
聾
誘
宅
①
時
ρ
H
・
ω
・
、
●
ω
H
①
y
で
あ
り
、
「
神
の
創
造
力
の
啓
示
の
空
間
山
興
菊
窪
ヨ
σ
q
α
三
8
げ
臼
○
中
Φ
昌
ぴ
銭
巨
α
q
」
（
Φ
げ
①
づ
H
°
ω
゜
ω
目
H
）
で
あ
る
。
世
界
乃
至
宇
宙
は
神
的
創
造
の
無
限
の
表
現
〉
暴
黛
口
。
犀
と
し
て
単
的
に
無
限
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
所
謂
ω
①
冨
o
H
冒
B
U
Φ
凶
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
論
文
の
毒
か
ら
も
明
ら
が
で
あ
・
・
し
か
し
世
界
が
無
限
で
あ
る
こ
と
は
、
世
暴
丁
つ
の
秩
序
あ
る
体
系
で
あ
り
、
そ
こ
に
完
全
性
と
美
と
調
和
を
見
、
そ
の
根
拠
に
創
造
的
神
の
無
限
を
想
定
す
る
と
言
う
目
的
論
的
意
図
に
基
ず
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
素
朴
に
認
め
ら
れ
た
無
限
世
界
の
老
え
方
は
、
や
が
て
「
批
判
」
を
通
じ
て
確
か
に
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
が
し
か
し
こ
の
見
方
そ
の
も
の
は
む
し
ろ
批
判
哲
学
の
基
調
を
為
す
も
の
で
あ
っ
て
決
し
て
完
全
に
否
定
し
去
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
却
っ
て
「
批
判
」
を
通
じ
て
「
自
覚
」
の
立
場
に
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
「
神
の
存
在
の
自
然
神
学
的
証
明
」
の
中
で
次
の
様
に
語
っ
て
い
る
。
「
世
界
は
無
限
の
多
様
性
と
美
と
調
和
を
我
々
に
対
し
て
提
供
す
る
。
こ
こ
か
ら
世
界
創
造
者
を
証
明
せ
ん
と
す
る
。
…
…
こ
の
証
明
は
つ
ね
に
敬
意
を
も
っ
て
名
を
挙
げ
ら
れ
る
価
値
が
あ
る
。
－
…
・
そ
れ
故
こ
の
証
明
の
名
望
を
傷
け
ん
と
す
る
が
如
き
は
不
快
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
全
然
無
益
で
あ
る
」
（
b
u
．
m
W
。
①
α
H
～
卜
○
）
。
と
は
言
え
勿
論
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
バ
　
ラ
批
判
期
の
立
場
が
『
天
体
論
』
の
立
場
と
同
一
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
批
判
へ
の
道
は
「
荊
棘
に
富
め
る
小
径
」
で
あ
る
。
そ
の
途
上
に
あ
る
も
の
が
「
二
律
背
反
」
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
が
結
局
「
時
間
空
間
の
先
験
的
観
念
性
」
の
発
見
に
よ
っ
て
解
決
へ
の
糸
口
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
一
体
如
何
に
し
て
無
限
の
問
題
が
自
覚
的
に
把
握
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
。
　
一
般
に
時
間
空
間
の
観
念
性
の
発
見
は
、
所
謂
一
六
七
九
年
の
「
大
い
な
る
光
讐
o
諭
い
ぎ
犀
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
無
限
の
問
題
に
関
し
て
、
そ
れ
に
先
立
つ
一
七
五
六
年
の
『
物
理
的
単
子
論
］
≦
8
巴
○
ざ
σ
q
冨
b
げ
鴫
ω
凶
8
』
は
空
間
の
無
限
分
割
と
い
う
点
に
関
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
先
の
『
天
体
論
」
を
も
っ
て
無
限
延
長
の
問
題
と
看
徹
す
な
ら
ば
、
こ
の
『
物
理
的
単
子
論
』
は
無
限
分
割
の
問
題
と
し
て
、
共
に
批
判
期
に
於
け
る
第
一
及
び
第
二
の
二
律
背
反
の
問
題
に
か
か
わ
る
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
　
　
　
（
2
）
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
峙
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
「
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
こ
の
論
文
は
そ
の
表
題
の
示
す
如
く
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
単
子
論
の
立
場
に
立
っ
て
、
無
限
分
割
に
対
す
る
数
学
と
哲
学
と
の
間
に
一
致
点
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
。
先
ず
物
体
は
単
子
か
ら
成
り
且
つ
空
間
を
占
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
空
間
は
無
限
に
分
割
可
能
で
あ
る
に
対
し
て
、
単
子
は
不
可
分
な
単
純
体
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
空
間
を
分
割
す
る
も
の
は
単
子
を
も
分
割
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
空
間
は
分
割
可
能
で
あ
る
と
言
っ
て
も
部
分
か
ら
成
立
す
る
の
で
は
な
い
。
単
子
は
空
間
中
に
あ
り
、
空
間
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
空
間
は
単
子
の
外
的
関
係
の
現
象
で
あ
る
（
℃
8
や
H
＜
）
。
そ
れ
故
空
間
を
分
割
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
単
に
空
間
の
現
存
在
の
外
延
量
を
分
割
す
る
に
過
ぎ
な
い
（
中
o
や
く
H
H
）
。
空
間
は
実
体
で
は
な
く
む
し
ろ
単
に
実
体
の
外
的
関
係
の
現
象
に
す
ぎ
な
い
（
勺
巴
8
・
＜
）
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
於
て
空
間
は
共
存
の
秩
序
で
あ
り
、
従
っ
て
現
実
的
で
ば
な
く
観
念
的
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
が
こ
の
立
場
に
立
つ
限
り
空
間
の
観
念
性
の
発
見
に
一
歩
近
ず
い
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
的
思
老
は
批
判
期
に
連
な
る
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
t
こ
こ
で
空
間
が
無
限
に
分
割
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
空
間
が
如
何
な
る
存
在
論
的
構
造
を
持
つ
か
は
未
だ
は
っ
き
り
と
自
覚
さ
れ
て
は
い
な
い
。
更
に
無
限
分
割
可
能
の
可
能
性
そ
の
も
の
へ
の
根
本
的
反
省
も
加
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
　
吻
体
が
空
間
を
占
め
る
と
い
う
立
場
か
ら
無
限
空
間
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
デ
カ
ル
ト
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
物
体
は
複
合
体
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
単
純
体
か
ら
成
る
け
れ
ど
も
、
空
間
は
単
純
体
で
は
な
く
し
て
共
存
の
秩
序
で
あ
り
、
観
念
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
複
合
体
と
単
純
体
と
の
関
係
は
無
限
の
問
題
に
関
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
無
限
に
分
割
可
能
な
空
間
の
存
在
論
的
構
造
も
こ
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
は
じ
め
て
論
じ
た
の
が
一
七
七
〇
年
の
就
職
論
文
『
可
感
界
と
可
想
界
の
形
式
と
原
理
に
つ
い
て
∪
Φ
ヨ
巷
臼
ω
①
窃
量
房
讐
ρ
縄
①
す
叶
①
旨
σ
q
圃
げ
蜜
ω
♂
N
ヨ
㊤
Φ
一
箕
『
9
9
ω
』
で
あ
る
。
　
こ
の
論
文
で
は
先
ず
世
界
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
「
複
合
的
実
体
に
於
て
、
分
析
が
た
だ
全
体
な
ら
ぬ
部
分
即
ち
単
純
な
も
の
に
終
る
が
如
く
、
綜
合
は
た
だ
部
分
な
ら
ぬ
全
体
即
ち
世
界
に
の
み
終
る
」
（
暫
）
。
と
こ
ろ
で
そ
う
い
う
全
体
と
し
て
の
世
界
の
あ
り
方
が
二
っ
の
点
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
悟
性
の
抽
象
的
概
念
に
よ
る
あ
り
方
で
あ
り
、
他
は
感
性
的
直
観
の
法
則
に
よ
る
あ
り
方
で
あ
る
。
直
観
の
法
則
は
綜
合
と
分
析
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
単
純
な
も
の
に
も
、
全
体
的
な
も
の
に
も
到
達
出
来
な
い
。
従
っ
て
綜
合
も
分
析
も
完
結
的
で
は
な
く
無
限
に
進
む
。
そ
れ
故
「
直
観
の
法
則
に
従
っ
て
は
、
分
析
の
場
合
に
は
、
全
体
を
複
合
と
い
う
点
に
関
し
て
完
全
に
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
綜
合
の
場
合
に
は
、
複
合
体
を
全
体
性
に
関
し
て
完
全
に
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
（
ゆ
ド
）
。
こ
の
場
合
無
限
は
全
体
と
部
分
と
い
う
点
に
関
連
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
世
界
は
一
つ
の
全
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
全
体
と
し
て
の
世
界
の
あ
り
方
が
問
題
で
あ
る
。
そ
う
し
て
正
に
こ
の
絶
対
的
全
体
こ
そ
「
哲
学
者
に
対
し
て
十
字
架
を
負
わ
せ
る
」
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
絶
対
的
全
体
性
は
確
か
に
直
観
の
法
則
に
従
っ
て
は
表
象
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
不
可
能
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
単
に
直
観
的
認
識
の
法
則
に
服
し
て
い
な
い
と
言
う
だ
け
の
事
で
あ
っ
て
、
悟
性
や
理
性
の
法
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
が
故
に
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
れ
を
不
可
能
と
す
る
の
は
、
「
主
観
的
矛
盾
」
を
「
客
観
的
矛
盾
」
と
思
い
誤
ま
る
点
に
あ
る
（
ゆ
H
）
。
　
世
界
は
一
つ
の
全
体
性
8
什
p
年
器
と
し
て
無
限
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
直
観
の
法
則
に
従
う
時
は
、
そ
れ
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
言
う
意
味
で
過
程
的
無
限
で
あ
り
、
悟
性
に
よ
っ
て
は
同
一
の
も
の
が
完
結
的
な
無
限
と
し
て
少
く
と
も
可
能
的
と
考
え
ら
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
る
。
し
か
し
他
方
で
直
観
の
形
式
と
し
て
の
時
間
空
間
を
老
え
、
こ
れ
の
あ
り
方
を
全
体
8
ε
ヨ
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
個
々
の
時
間
は
個
別
的
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
一
つ
の
同
じ
時
間
の
部
分
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
時
間
の
ど
の
部
分
も
す
べ
て
時
間
で
あ
り
、
瞬
間
は
時
間
の
部
分
で
は
な
く
、
時
間
が
そ
の
間
に
横
た
わ
る
所
の
限
界
で
あ
る
（
吻
H
）
。
こ
れ
ら
の
事
は
同
様
に
空
間
に
つ
い
て
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
空
間
時
間
は
連
続
的
量
ρ
二
磐
ε
日
8
コ
畝
目
ヨ
で
あ
る
。
従
っ
て
純
粋
直
観
と
し
て
の
時
間
空
間
な
一
つ
の
全
体
8
ε
旨
で
あ
り
、
連
続
量
で
あ
る
。
そ
う
い
う
全
体
同
時
と
し
て
の
空
間
時
間
の
あ
り
方
は
、
「
無
限
な
る
空
間
（
時
間
）
の
与
え
ら
れ
た
時
に
の
み
、
そ
れ
ら
を
制
限
す
る
事
に
よ
っ
て
何
等
か
一
定
の
空
間
（
時
間
）
が
定
め
ら
れ
る
」
（
ゆ
゜
届
゜
O
o
H
島
母
ご
目
）
様
な
あ
り
　
　
　
　
「
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
≡
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
一
四
方
で
あ
る
。
純
粋
直
観
と
し
て
の
空
間
が
無
限
で
あ
る
と
言
う
場
合
、
そ
の
無
限
は
全
体
的
無
限
8
ε
ヨ
冒
め
臥
言
ヨ
で
あ
り
、
連
続
的
無
限
量
ρ
口
m
5
ε
日
ぎ
葭
ぎ
目
゜
で
あ
る
。
ト
こ
れ
は
世
界
の
全
体
性
、
無
限
性
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
即
ち
世
界
は
複
合
体
O
。
ヨ
娼
○
。
。
や
ε
日
と
し
て
、
一
つ
の
全
体
性
8
巨
冨
ω
で
あ
り
、
無
限
な
量
ρ
奉
づ
蜂
器
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
空
間
の
如
く
直
観
的
全
体
的
な
量
ρ
焦
5
ε
目
で
は
な
く
、
即
ち
そ
の
制
限
に
於
て
個
々
の
部
分
が
成
り
立
つ
如
き
全
体
的
量
で
な
く
、
部
分
の
綜
合
に
於
て
成
り
立
つ
如
き
全
体
的
量
で
あ
る
。
そ
う
い
う
全
体
が
絶
対
的
全
体
性
§
聾
鐙
ω
⇔
募
。
冨
冨
と
し
て
の
世
界
の
存
在
構
造
な
の
で
あ
る
。
こ
の
8
ε
ヨ
ρ
ロ
嘗
ε
日
と
仲
象
巴
冨
゜
。
ρ
轟
口
蜂
器
と
い
う
二
つ
の
概
念
が
カ
ン
ト
の
無
限
概
念
の
根
本
的
な
二
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
事
は
デ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ー
ト
リ
ッ
ヒ
（
〉
」
U
一
Φ
三
。
『
）
の
鋭
い
分
析
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
根
本
概
念
は
単
に
本
書
に
尽
き
る
の
で
は
な
く
、
批
判
全
体
に
通
ず
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
全
体
的
な
直
観
の
無
限
は
、
そ
れ
が
与
え
ら
れ
る
時
に
部
分
が
そ
れ
の
制
限
に
於
て
成
り
立
つ
如
き
無
限
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
正
に
そ
の
「
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
事
に
問
題
が
あ
る
。
　
時
間
空
間
は
本
書
に
於
て
ほ
と
ん
ど
「
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
け
る
と
同
様
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
時
間
空
間
は
個
別
的
表
象
で
あ
っ
て
、
客
観
的
な
る
も
の
で
も
、
現
実
的
な
る
も
の
で
も
な
く
、
又
実
体
で
も
、
属
性
で
も
、
関
係
で
も
な
く
、
主
観
的
な
、
精
神
の
本
性
上
必
然
的
な
制
約
で
あ
る
。
即
ち
純
粋
直
観
で
あ
る
（
ゆ
辰
゜
㈱
嵩
）
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
従
来
の
デ
カ
ル
ト
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
等
の
時
間
空
間
に
対
す
る
カ
ン
ト
の
独
自
な
見
解
が
示
さ
れ
る
。
即
ち
時
間
空
間
は
主
観
的
な
精
神
の
本
性
上
必
然
的
な
制
約
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
様
な
主
観
的
制
約
と
し
て
の
純
粋
直
観
が
如
何
に
し
て
「
無
限
な
与
え
ら
れ
た
量
」
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
か
。
こ
の
点
は
本
書
で
は
殆
ん
ど
語
ら
れ
て
は
い
な
い
。
我
々
は
む
し
ろ
一
七
八
一
年
の
『
純
粋
理
性
批
判
」
の
分
析
を
通
じ
て
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
「
（
1
）
　
≧
蒔
。
ヨ
⑦
一
昌
Φ
2
9
一
⊆
『
σ
q
。
ω
。
田
。
穿
。
ロ
昌
山
↓
冨
〇
二
①
色
の
。
。
国
ぎ
言
色
。
・
＆
o
居
く
臼
ω
9
『
く
8
血
臼
く
Φ
臥
器
゜
・
自
昌
σ
q
自
巳
山
①
日
B
①
゜
評
昌
ぎ
冨
口
q
誘
マ
　
彗
・
・
匿
8
σ
…
§
≦
舞
σ
・
・
げ
餌
＆
・
・
も
聾
z
・
§
畠
。
ゲ
・
昌
o
§
駐
叶
§
伽
ぴ
σ
・
①
冨
巳
Φ
F
（
2
）
旨
・
b
。
ぎ
る
§
夢
窪
・
母
9
。
邑
酵
国
9
8
げ
庁
暴
ω
゜
卜
。
ω
ω
．
（
3
）
∪
葺
・
剛
ご
囚
聾
、
・
・
，
・
σ
・
・
匿
・
・
。
・
§
三
羅
一
遷
影
ヨ
ー
N
①
薫
曇
巳
自
磐
Φ
「
ゲ
巴
巳
ぎ
写
三
N
°
ω
゜
巳
三
　
批
判
期
の
無
限
概
念
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
空
　
　
間
　
『
純
粋
理
性
批
判
」
の
「
先
験
的
感
性
論
」
で
は
大
体
次
の
様
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
直
観
諺
霧
。
冨
ロ
ロ
σ
q
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
認
識
が
対
象
に
直
接
§
鼻
。
ま
⇔
・
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
対
象
が
我
・
に
与
え
ら
れ
る
場
合
に
の
み
見
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
事
は
、
「
少
く
と
も
我
々
人
間
に
と
っ
、
て
は
、
対
象
が
、
心
を
何
等
か
の
仕
方
で
触
発
9
田
、
凶
Φ
．
Φ
昌
す
る
．
と
に
よ
。
て
の
み
可
能
で
あ
る
」
（
・
，
・
ω
・
ω
ω
）
。
そ
し
て
「
我
・
が
対
象
か
ら
触
発
せ
ら
れ
る
仕
方
に
よ
・
て
表
象
を
受
け
取
る
能
力
（
感
受
性
）
は
感
性
Q
o
冒
口
庁
蒔
Φ
蹄
と
呼
ば
れ
る
」
（
Φ
げ
霞
号
）
。
そ
の
意
味
で
空
間
は
感
性
的
直
観
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
空
間
は
単
な
る
直
観
で
は
な
く
、
純
粋
直
観
器
ぎ
Φ
》
昌
゜
。
警
⇔
暮
σ
q
で
あ
り
、
直
観
の
形
式
岳
Φ
司
○
居
B
畠
禽
》
p
ω
。
ゲ
p
§
σ
q
或
，
は
現
象
の
形
式
で
あ
る
。
現
象
の
．
形
式
と
言
う
の
は
、
「
現
象
に
於
け
る
多
様
が
一
定
の
関
係
に
秩
序
ず
け
ら
れ
う
る
σ
q
Φ
o
巳
口
卑
≦
Φ
巳
魯
訂
8
よ
う
に
す
る
も
の
」
（
b
，
・
ω
・
選
で
あ
る
。
そ
の
限
り
空
間
は
ラ
イ
プ
ニ
。
ツ
の
言
う
共
存
の
秩
序
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
・
し
か
し
空
間
を
懇
的
で
羅
奎
象
と
譲
す
ラ
イ
プ
ニ
・
ツ
に
対
し
て
、
カ
・
ト
は
こ
れ
を
主
観
的
制
約
と
譲
す
点
で
異
る
・
「
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
・
毫
宅
の
「
主
観
的
制
約
」
と
い
う
事
に
か
か
わ
る
。
．
「
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
藻
晃
天
的
に
即
ち
対
象
の
あ
ら
ゆ
　
　
　
　
「
カ
ソ
，
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
●
・
9
　
　
　
　
「
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
る
知
覚
壽
ぎ
Φ
げ
馨
品
に
先
立
・
義
み
屯
旨
出
さ
れ
る
」
（
・
。
・
ω
と
毒
。
う
意
味
に
蟹
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
純
粋
覇
と
し
て
の
空
間
の
み
り
方
が
、
義
・
の
表
象
し
得
る
の
は
唯
一
の
空
間
の
み
で
あ
っ
て
、
若
し
多
く
の
空
間
と
い
う
妻
　
、
う
場
合
に
は
・
唯
高
一
な
る
空
間
の
部
分
を
意
味
す
る
L
、
「
空
間
に
於
け
る
多
様
と
、
従
．
て
諸
空
間
一
般
と
い
三
般
的
概
念
と
は
全
然
制
限
に
基
ず
く
」
（
u
・
°
ω
゜
ω
㊤
）
と
言
わ
れ
る
場
合
の
あ
り
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
目
、
．
①
・
け
9
二
。
昌
以
来
変
ら
ぬ
考
え
方
で
あ
る
。
要
す
る
に
全
体
的
な
無
限
な
量
と
し
て
与
え
ら
れ
る
空
附
、
純
粋
直
観
と
し
て
吻
空
間
は
、
先
天
的
に
「
我
々
の
心
の
中
」
に
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
あ
り
方
は
「
現
実
的
知
覚
に
先
立
っ
て
、
つ
ま
り
先
天
的
に
心
に
与
え
ら
れ
て
あ
る
」
（
ゆ
゜
ω
゜
お
）
如
き
あ
り
方
で
あ
る
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
カ
ン
ト
が
空
間
を
但
観
或
は
表
象
と
言
う
場
合
そ
の
意
味
は
必
ず
し
も
一
義
的
で
は
な
い
。
表
象
＜
。
目
ω
け
．
眉
二
昌
σ
q
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
言
う
H
Φ
忌
゜
。
Φ
巨
幾
o
⇒
と
言
う
意
味
に
解
す
れ
ば
一
種
の
作
用
、
働
き
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
単
な
る
表
象
と
、
表
象
の
統
一
と
は
区
別
し
て
老
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
対
応
し
て
「
直
観
の
形
式
岳
。
閏
。
同
ヨ
傷
．
同
諺
⇒
．
。
げ
卑
鐸
5
σ
q
」
と
「
形
式
的
直
観
8
§
巴
①
〉
霧
筈
窪
コ
σ
q
」
の
区
別
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
哲
学
に
於
け
る
数
字
と
折
口
学
或
は
形
而
上
学
の
関
係
の
問
題
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
　
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
て
数
学
と
哲
学
の
関
係
は
種
々
な
場
所
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
先
験
的
方
法
論
」
に
於
て
次
の
様
に
言
わ
れ
て
い
る
・
「
哲
学
的
認
識
は
概
念
に
よ
る
理
性
羅
で
あ
り
、
数
学
的
認
識
は
概
念
の
構
成
内
。
づ
．
・
．
β
臣
。
p
に
よ
る
理
性
認
識
で
あ
る
。
し
か
し
概
念
を
構
成
す
る
と
い
う
事
は
、
概
念
に
対
応
す
る
直
観
を
先
天
的
に
表
象
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
（
中
Q
D
°
謡
H
）
。
し
か
し
今
当
面
の
我
々
の
問
題
に
対
す
る
は
・
き
り
と
し
た
見
解
を
示
す
の
は
、
対
ケ
ス
ト
ナ
よ
要
（
一
七
九
・
年
）
の
次
の
一
文
で
あ
ろ
う
。
「
形
而
上
学
は
、
我
々
は
如
何
に
し
て
空
間
の
表
象
を
持
つ
（
プ
筈
窪
）
か
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
’
て
幾
可
学
は
、
我
々
は
如
何
に
し
て
記
述
的
な
、
即
ち
表
象
に
於
て
先
天
的
な
（
N
Φ
ざ
ゲ
づ
§
σ
q
に
よ
ら
な
い
）
空
間
を
表
象
し
得
る
か
を
教
え
る
。
前
者
に
」
鴨
於
て
は
、
空
間
の
す
べ
て
の
限
定
に
先
立
っ
て
対
象
に
つ
い
て
の
一
定
の
概
念
に
即
し
て
与
え
ら
れ
る
様
な
空
間
が
考
察
さ
れ
、
後
者
に
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ゆ
む
ず
ゆ
コ
於
て
は
、
空
間
が
作
り
出
さ
れ
る
。
又
前
者
に
あ
っ
て
は
、
空
欄
は
根
源
的
霞
紹
盛
づ
α
q
庁
ゲ
で
あ
り
、
唯
一
の
空
間
の
み
が
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
に
あ
・
て
は
、
空
間
は
塗
的
で
あ
り
・
多
く
の
空
間
が
幾
L
・
カ
・
・
が
第
二
版
の
「
義
的
纏
論
」
誉
の
註
で
・
「
直
観
の
形
式
」
と
「
形
式
的
直
観
」
と
を
区
別
し
て
、
「
前
者
は
単
な
る
多
様
を
与
え
る
に
対
し
、
後
者
は
表
象
の
統
一
を
与
え
る
」
（
b
d
°
ω
゜
H
O
O
）
と
言
う
の
も
、
構
成
を
経
な
い
全
体
同
時
と
し
て
与
え
ら
れ
た
空
間
を
、
数
学
的
構
成
に
よ
る
対
象
的
な
空
間
と
区
別
し
て
考
え
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
即
ち
「
対
象
と
し
て
表
象
さ
れ
た
空
曹
島
§
”
p
・
甑
Φ
σ
q
Φ
露
｝
。
鶴
酔
㊦
髭
（
b
。
°
ω
．
§
）
と
、
「
無
限
な
与
え
ら
れ
た
量
①
ぽ
Φ
目
Φ
口
自
畠
Φ
Ω
同
α
諭
」
（
b
d
°
ω
゜
ω
㊤
）
と
し
て
表
象
さ
れ
る
塞
閥
と
は
本
質
的
に
異
る
の
で
あ
る
。
無
限
な
与
え
ら
れ
た
量
と
し
て
の
空
間
は
、
多
様
を
そ
の
中
に
含
む
と
は
言
え
未
だ
多
様
の
統
一
で
は
な
い
。
幾
可
学
者
の
扱
か
う
空
間
は
、
そ
れ
自
身
根
源
的
な
空
間
で
は
な
く
、
代
数
学
者
の
扱
か
う
時
間
も
根
源
的
な
時
間
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
等
の
空
間
時
間
は
、
無
限
な
与
え
ら
れ
た
直
観
と
し
て
の
全
体
的
空
間
時
間
を
前
提
す
る
の
で
あ
っ
て
、
対
象
的
に
見
ら
れ
た
派
生
的
な
空
間
時
間
で
あ
る
。
そ
う
い
う
空
間
時
間
は
も
は
や
舞
で
は
な
く
・
有
限
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
覧
・
　
さ
て
空
間
が
対
象
と
し
て
表
象
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
主
観
の
構
成
に
基
ず
く
と
考
え
ら
れ
る
点
に
於
て
、
そ
う
い
う
塞
間
は
臨
間
秩
序
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
空
間
は
同
時
的
秩
序
の
あ
り
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
時
間
は
継
次
的
秩
序
の
あ
り
方
で
あ
る
。
対
象
的
な
空
間
の
表
象
は
、
空
間
の
知
覚
妻
聾
毎
Φ
げ
日
仁
昌
α
q
と
し
て
同
時
で
は
な
く
継
次
的
゜
。
島
N
Φ
ω
゜
。
貯
で
あ
り
、
従
っ
て
時
間
的
綜
合
の
制
約
の
下
に
立
つ
。
そ
し
て
正
に
こ
の
継
次
的
綜
合
ω
島
N
。
ω
ω
ぞ
①
ω
着
串
①
ω
置
の
あ
り
方
に
於
て
二
律
背
反
の
問
題
が
生
ず
る
。
即
ち
そ
う
い
う
継
次
的
綜
合
と
い
う
あ
り
方
に
於
て
世
界
の
無
限
が
舟
結
的
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
・
（
1
）
こ
の
引
用
は
前
記
U
δ
民
o
ゲ
の
著
書
九
五
頁
に
よ
る
。
「
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
一
七
．
■
●
（（32
））
『
カ
ン
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
こ
の
様
な
空
間
に
つ
い
て
の
主
張
は
第
二
版
演
繹
論
の
各
所
に
見
ら
れ
る
。
特
に
ゅ
。
H
ω
『
～
H
し
。
Q
Q
°
一
）
一
㊦
鐸
一
〇
プ
H
び
一
ユ
゜
ω
．
O
O
参
照　
　
O
一
八
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
世
　
　
界
　
二
律
背
反
の
問
題
は
世
界
の
無
限
の
問
題
と
し
て
既
に
『
就
職
論
文
』
の
中
に
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
世
界
は
絶
対
的
全
体
性
8
け
p
澤
⇔
ω
p
げ
ω
9
三
㊤
と
し
て
直
観
の
法
則
に
よ
っ
て
は
把
握
出
来
な
い
と
は
言
え
、
少
く
と
も
悟
性
に
よ
っ
て
は
思
惟
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
可
能
性
が
如
何
な
る
存
在
論
的
構
造
を
も
つ
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
て
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
「
二
律
背
反
」
は
、
制
約
の
系
列
の
綜
合
に
於
け
る
無
制
約
者
の
追
求
に
於
て
生
ず
る
。
綜
合
が
系
列
を
為
す
の
は
時
間
的
継
次
に
か
か
わ
為
ど
老
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
同
質
的
げ
。
日
。
σ
Q
Φ
巳
2
°
・
な
継
次
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
異
質
的
プ
．
け
．
一
。
α
Q
．
巳
○
ロ
ω
な
継
次
に
も
か
か
わ
・
．
従
・
≡
葎
背
反
は
「
数
学
的
塁
雪
蹉
圧
・
「
力
学
的
曾
蕩
・
ど
と
に
分
た
れ
、
更
に
薯
に
於
て
、
延
長
的
世
界
の
無
限
と
、
分
割
の
無
限
の
問
題
が
、
後
者
に
於
て
、
自
由
と
必
然
の
問
題
が
あ
つ
か
わ
れ
る
。
無
限
の
問
題
は
先
ず
第
一
、
第
二
の
二
律
背
反
に
関
し
て
生
ず
る
。
　
第
一
の
二
律
背
反
は
世
界
の
有
限
無
限
に
関
係
す
る
が
、
そ
の
場
合
世
界
は
継
次
的
綜
合
の
立
場
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。
世
界
の
あ
り
方
は
こ
の
継
次
的
綜
合
に
於
て
具
体
的
に
与
え
ら
れ
る
様
な
あ
り
方
で
あ
る
。
従
っ
て
世
界
の
有
限
無
限
の
問
題
は
、
そ
の
綜
合
の
過
程
の
有
限
無
限
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
綜
合
の
進
行
が
完
結
的
で
あ
る
か
、
非
完
結
的
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
　
さ
て
第
一
の
二
律
背
反
の
定
位
に
於
て
は
、
先
ず
世
界
が
時
間
上
無
限
で
あ
る
こ
と
の
不
可
能
が
示
さ
れ
る
。
時
間
の
無
限
は
綜
合
の
系
列
の
無
限
で
あ
る
と
老
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
無
限
と
言
う
の
は
「
系
列
の
無
限
性
が
継
次
的
綜
合
に
は
っ
て
決
し
て
完
成
さ
れ
得
な
い
」
（
し
d
°
Q
o
．
心
竃
）
と
い
う
点
に
あ
る
。
従
っ
て
無
限
な
流
れ
去
っ
た
世
界
系
列
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
世
界
が
時
間
的
に
始
め
と
終
り
を
も
っ
と
主
張
さ
れ
る
。
　
第
二
に
空
間
に
関
し
て
世
界
が
無
限
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
実
在
す
る
諸
物
の
無
限
に
与
え
ら
れ
た
全
体
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
直
観
の
或
る
限
界
内
に
与
え
ら
れ
な
い
量
の
大
き
さ
を
、
部
分
の
綜
合
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
こ
の
様
な
量
の
総
体
性
を
完
成
さ
れ
た
綜
合
に
よ
っ
て
、
即
ち
単
位
を
附
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
他
に
如
何
な
る
仕
方
に
於
て
も
思
惟
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
（
し
d
°
Q
っ
゜
麟
①
）
。
従
っ
て
諸
々
の
空
間
を
満
た
す
世
界
が
全
体
と
し
て
考
え
ら
れ
る
為
に
は
、
無
限
な
世
界
の
部
分
の
継
次
的
綜
合
が
完
成
さ
れ
た
も
の
と
看
徹
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
が
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
総
体
性
の
概
念
は
、
「
無
限
者
を
完
成
す
る
に
到
る
ま
で
部
分
を
綜
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
理
念
に
於
て
把
握
し
得
る
」
（
切
゜
ω
゜
禽
①
．
跨
づ
ヨ
・
蒔
8
σ
q
）
と
カ
ン
ト
は
言
う
。
し
か
し
こ
の
理
念
に
於
て
少
く
と
も
可
能
と
考
え
ら
れ
た
総
体
性
が
、
如
何
な
る
存
在
的
構
造
を
も
つ
か
は
未
だ
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
他
方
で
カ
ン
ト
は
こ
の
総
体
性
の
概
念
そ
の
も
の
を
、
「
部
分
の
完
成
さ
れ
た
綜
合
の
表
象
で
あ
る
が
、
こ
の
完
成
も
、
従
っ
て
完
成
の
概
念
も
不
可
能
で
あ
る
」
（
し
u
匿
ω
゜
＆
μ
）
と
言
う
。
即
ち
総
体
性
は
一
つ
の
表
象
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
現
実
的
な
存
在
に
即
し
て
考
、
κ
ら
れ
る
限
り
完
結
的
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
総
体
性
の
可
能
性
は
そ
の
限
り
で
部
分
の
継
次
的
綜
合
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
世
界
が
無
限
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
与
え
ら
れ
た
無
限
で
は
な
い
。
綜
合
を
通
じ
て
は
じ
め
て
与
え
ら
れ
る
、
或
は
与
え
う
る
（
畠
ぼ
一
剛
ω
）
無
限
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
、
綜
合
の
あ
り
方
を
右
に
述
べ
た
如
く
単
位
を
順
々
に
附
け
加
え
る
と
い
う
仕
方
で
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
総
体
性
は
一
種
の
量
で
あ
っ
て
、
こ
の
量
が
無
限
だ
と
言
う
の
は
、
そ
の
上
に
一
層
大
な
る
量
が
不
可
能
だ
と
言
う
事
で
あ
る
。
し
か
し
既
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
如
く
、
元
来
如
何
な
る
数
も
最
大
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
そ
れ
に
は
依
然
と
し
て
一
或
は
多
数
の
単
位
が
附
加
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
限
な
全
体
量
は
そ
れ
に
よ
っ
て
は
示
さ
れ
な
い
。
無
限
な
全
体
は
、
そ
れ
が
「
ど
れ
程
大
き
い
か
鼠
⑦
σ
q
H
o
葡
Φ
①
ω
ω
①
ご
で
は
な
く
、
従
っ
て
又
最
大
量
日
⇔
×
冒
o
ヨ
の
概
念
で
は
な
く
、
却
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
思
惟
せ
ら
れ
る
の
は
、
任
意
に
取
ら
れ
た
単
位
に
対
す
る
関
係
の
み
で
あ
っ
て
常
に
相
対
的
で
あ
る
（
し
d
°
ω
゜
幽
8
）
。
従
っ
て
無
限
な
全
体
は
こ
の
様
な
仕
方
で
は
認
識
出
来
な
い
。
「
無
限
性
の
真
の
（
先
験
的
）
概
念
は
、
量
の
測
定
に
於
て
、
単
位
の
継
次
的
綜
合
が
決
し
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
て
完
成
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
ぬ
と
言
う
に
あ
る
」
（
b
d
．
ω
゜
心
8
）
と
す
れ
ば
、
こ
の
完
成
さ
れ
得
ぬ
と
い
う
事
は
、
逆
に
綜
合
が
無
限
に
カ
　
　
も
　
　
へ
可
能
的
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
実
際
カ
ン
ト
は
こ
の
様
な
無
限
を
「
可
能
的
に
無
限
」
な
も
の
と
い
う
ふ
う
に
老
え
て
い
る
（
じ
d
．
ω
．
暉
α
）
。
そ
れ
で
は
そ
の
可
能
性
は
如
何
に
し
て
保
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
可
能
性
そ
の
も
の
は
既
に
一
つ
の
前
提
で
は
な
か
ろ
う
か
。
カ
ン
ト
は
こ
の
様
な
無
限
な
量
を
「
無
限
な
る
も
の
の
数
学
的
概
念
」
（
切
．
ω
゜
＆
O
）
だ
と
言
う
が
、
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
様
な
数
学
的
無
限
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
於
て
見
ら
れ
た
如
く
、
そ
の
可
能
性
に
関
し
て
既
に
形
而
上
学
的
無
限
を
前
提
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
綜
合
が
無
限
に
可
能
で
あ
る
と
言
い
得
ら
れ
る
為
に
は
、
綜
合
の
完
成
を
ま
た
ず
し
て
既
に
完
結
的
な
無
限
が
前
提
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
　
反
定
立
は
主
と
し
て
空
虚
な
空
間
を
否
定
し
、
世
界
の
始
め
と
終
り
を
否
定
し
て
、
無
限
世
界
を
主
張
す
る
。
　
第
二
の
二
律
背
反
は
、
複
合
体
の
無
限
分
割
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
考
察
を
複
合
体
が
占
め
る
空
間
に
関
し
て
展
開
す
る
。
こ
の
問
題
は
既
に
先
の
『
物
理
的
単
子
論
」
及
び
『
就
職
論
文
」
に
於
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
で
あ
る
が
、
．
こ
こ
で
は
更
に
深
い
考
察
が
行
わ
れ
る
。　
さ
て
第
二
の
二
律
背
反
は
、
直
観
的
に
与
え
ら
れ
た
一
つ
の
全
体
的
な
る
も
の
の
分
割
に
於
け
る
制
約
の
系
列
の
背
進
に
於
て
、
そ
の
系
列
そ
の
も
の
が
完
結
的
で
あ
る
か
非
完
結
的
で
あ
る
か
に
か
か
わ
る
。
こ
の
点
で
第
一
の
二
律
背
反
と
は
異
る
。
即
ち
第
一
の
二
律
背
反
に
於
て
は
、
制
約
は
被
制
約
者
と
共
に
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
制
約
が
被
制
約
者
と
共
に
与
え
ら
れ
て
い
る
第
二
の
二
律
背
反
に
於
て
も
、
制
約
の
系
列
そ
の
も
の
の
全
体
は
、
む
し
ろ
系
列
の
背
進
に
於
て
は
じ
め
て
与
え
ら
れ
、
現
実
的
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
即
ち
与
え
ら
れ
た
全
体
は
無
限
に
分
割
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ
の
故
を
も
っ
て
、
そ
の
全
体
が
無
限
に
多
く
の
部
分
か
ら
成
る
の
で
は
な
い
。
背
進
が
無
限
で
あ
る
場
合
「
確
か
に
一
切
の
項
（
部
分
）
は
与
え
ら
れ
た
全
体
の
中
に
集
合
》
σ
q
σ
q
冨
σ
q
鉾
ロ
ヨ
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
継
次
的
に
無
限
で
決
し
て
完
全
で
な
い
所
の
分
割
の
全
系
列
は
、
・
一
つ
の
全
体
に
於
て
表
象
さ
れ
得
な
い
」
（
b
d
°
G
っ
．
α
認
）
の
で
あ
る
。
こ
の
事
が
同
時
に
物
体
を
占
め
る
空
間
に
対
し
て
言
わ
れ
る
。
空
間
は
一
つ
の
8
ε
ヨ
で
あ
っ
て
無
限
に
分
割
可
能
で
あ
る
。
が
し
か
し
部
分
か
ら
成
る
の
で
は
な
い
。
点
は
空
間
の
部
分
で
は
な
く
限
界
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
直
観
に
於
て
与
え
ら
れ
た
全
体
が
問
題
で
は
な
く
、
全
体
の
分
割
の
系
列
の
全
体
性
が
問
題
な
の
で
あ
る
が
故
に
、
対
象
的
な
空
間
分
割
の
過
程
が
完
結
的
で
あ
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
こ
こ
で
カ
ン
ト
は
無
限
の
二
つ
の
意
味
を
規
定
し
て
い
る
。
「
数
学
者
は
無
限
的
前
進
窟
o
σ
q
話
ω
ω
β
ω
5
ぎ
訪
巳
窪
ヨ
に
つ
い
て
語
る
。
こ
れ
に
対
し
概
念
の
研
究
者
（
哲
学
者
）
は
不
定
的
前
進
鷲
o
σ
q
お
ω
ω
q
ω
言
冒
自
Φ
師
巳
叶
5
ヨ
と
い
う
表
現
を
承
認
す
る
」
（
ゆ
゜
ω
゜
0
ω
○
。
～
ω
㊤
）
。
前
者
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
コ
つ
の
直
線
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
諸
君
の
欲
す
る
だ
け
延
長
せ
よ
」
と
い
う
に
あ
り
、
後
者
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
諸
君
は
延
長
す
る
こ
と
を
決
し
て
止
め
て
は
な
ら
ぬ
」
（
①
げ
Φ
p
山
⇔
）
と
言
う
に
あ
る
。
こ
れ
を
カ
ン
ト
は
背
進
の
場
合
に
適
用
し
て
、
「
無
限
的
背
進
お
σ
頃
8
ω
鐙
ω
ぎ
ぎ
診
ぎ
ヨ
」
と
「
不
定
的
背
進
器
α
q
器
ω
ω
自
冒
ぎ
α
臥
臣
け
二
5
」
に
分
け
る
。
そ
こ
で
経
験
的
直
観
に
於
て
全
体
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
的
制
約
に
於
け
る
背
進
は
無
限
に
進
む
。
こ
れ
は
無
限
的
背
進
で
あ
っ
て
分
割
に
於
け
る
無
限
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
系
列
の
一
項
の
み
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
始
め
て
絶
対
的
総
体
性
に
至
る
背
進
が
出
発
す
べ
き
場
合
に
は
、
不
定
的
背
進
が
成
立
す
る
。
こ
れ
が
延
長
に
於
け
る
無
限
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
に
於
て
も
制
約
の
系
列
は
客
観
に
於
て
無
限
に
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
問
題
は
、
「
我
々
は
如
何
に
経
験
的
背
進
を
行
う
べ
き
か
、
ど
こ
ま
で
背
進
を
続
行
す
べ
き
か
」
　
（
切
゜
G
o
°
置
卜
。
）
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
先
ず
前
者
に
あ
っ
て
は
「
そ
の
内
的
制
約
の
系
列
に
於
て
無
限
に
背
進
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
の
に
対
し
て
、
後
者
に
あ
っ
て
は
「
系
列
の
更
に
高
い
諸
制
約
へ
進
み
行
く
こ
と
が
無
限
に
可
能
で
あ
る
」
（
し
d
°
ω
．
0
①
卜
σ
）
。
更
に
又
前
者
に
あ
っ
て
は
、
「
更
に
系
列
の
諸
項
を
見
出
す
こ
と
が
必
然
的
で
あ
る
」
が
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
「
更
に
高
い
諸
項
を
深
究
す
る
こ
と
が
必
然
的
で
あ
る
」
（
b
d
°
ω
。
α
合
）
と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
第
一
、
第
二
の
二
律
背
反
に
あ
っ
て
は
、
世
界
は
有
限
で
あ
る
と
も
無
限
で
あ
る
と
も
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
同
時
に
肯
定
的
な
答
が
出
て
来
る
。
’
　
　
．
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
V
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
’
　
　
゜
　
『
カ
ン
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
」
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
即
ち
「
世
界
の
量
の
限
定
と
し
て
の
世
界
現
象
に
於
け
る
背
進
は
不
定
に
進
行
す
る
」
（
b
J
°
ψ
置
り
）
。
　
こ
の
様
に
し
て
第
一
、
第
二
の
二
律
背
反
に
於
け
る
世
界
の
無
限
、
分
割
の
無
限
は
、
い
ず
れ
も
系
列
の
過
程
的
無
限
と
考
え
ら
れ
る
、
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
完
結
的
で
は
な
い
と
言
う
意
昧
で
常
に
可
能
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
可
能
性
の
保
証
は
ど
こ
に
も
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
他
方
で
カ
ン
ト
は
「
世
界
の
全
体
性
を
常
に
概
念
の
中
に
の
み
有
す
る
」
と
言
う
が
、
そ
う
い
う
全
体
と
し
て
の
世
界
は
、
「
可
能
的
経
験
の
総
体
」
、
コ
切
現
象
の
総
括
」
、
「
現
存
す
る
物
の
総
括
の
絶
対
的
全
体
性
」
（
b
d
°
ω
．
濠
刈
）
と
い
う
仕
方
で
表
現
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
如
何
な
る
あ
り
方
を
も
つ
か
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
明
確
で
は
な
い
。
我
々
は
む
．
う
そ
の
様
な
存
在
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
の
無
限
の
意
味
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
カ
ン
ト
は
第
一
、
第
二
の
二
律
背
反
に
か
か
わ
る
世
界
を
数
学
的
世
界
と
し
、
第
三
、
第
四
の
二
律
背
反
に
か
か
わ
る
世
界
を
力
学
的
世
界
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
力
学
的
世
界
は
又
自
然
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
様
な
自
然
と
し
て
の
世
界
は
、
数
学
的
世
界
と
は
別
様
な
一
つ
の
全
体
的
構
造
を
持
つ
。
即
ち
個
別
的
多
数
実
体
の
共
存
と
し
て
の
世
界
と
い
う
構
造
を
持
つ
。
こ
こ
で
は
自
由
と
必
然
的
存
在
者
と
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
が
、
元
来
第
三
、
第
四
の
二
律
背
反
は
、
異
質
的
な
る
も
の
の
系
列
に
関
係
し
、
従
っ
て
無
限
の
問
題
に
直
接
関
係
し
な
い
。
し
か
し
第
三
の
二
律
背
反
に
於
て
は
、
自
然
界
を
支
配
す
る
自
然
の
因
果
性
か
ら
独
立
な
る
自
由
の
因
果
性
を
理
論
的
に
承
認
し
、
こ
れ
を
叡
知
的
性
格
と
し
て
、
こ
れ
が
原
因
と
し
て
結
果
た
る
経
験
的
性
格
を
、
そ
の
系
列
を
破
る
こ
と
な
く
限
定
し
得
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
律
背
反
が
解
決
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
（
切
゜
ω
．
α
①
Q
Q
～
り
）
。
こ
の
叡
知
的
性
格
は
や
が
て
実
践
的
立
場
か
ら
、
自
由
な
意
志
を
も
つ
主
体
と
し
て
『
実
践
理
性
批
判
」
に
於
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
か
か
る
自
由
な
る
主
体
は
実
践
的
道
徳
的
主
体
と
し
て
の
人
格
で
あ
り
、
自
己
が
自
己
自
ら
の
立
法
者
と
し
て
己
れ
の
中
に
無
限
性
を
宿
す
。
カ
ン
ト
が
『
実
践
理
性
批
判
』
の
結
語
で
述
べ
て
い
る
「
我
が
上
な
る
星
輝
け
る
空
と
、
我
が
内
な
る
道
徳
律
」
（
閤
葺
貯
伍
角
箕
聾
蔚
。
げ
Φ
昌
く
霞
巨
ほ
3
勺
臣
δ
ω
o
℃
臣
ω
。
げ
①
し
d
幣
げ
＝
。
夢
①
『
ω
』
8
）
は
無
限
な
る
も
の
の
あ
り
方
の
二
つ
の
側
面
で
あ
る
．
即
ち
外
的
空
間
的
無
限
と
内
的
主
体
的
無
限
で
あ
る
。
し
か
し
外
的
空
間
的
無
限
も
究
極
的
に
は
主
体
の
中
に
あ
る
他
な
く
、
従
っ
て
真
の
無
限
は
主
体
的
道
徳
的
人
格
に
於
て
成
立
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
い
う
主
体
は
目
的
自
体
と
し
て
の
人
格
で
あ
り
、
か
か
る
人
格
の
共
同
体
と
し
て
、
目
的
の
王
国
切
Φ
8
プ
匹
臼
N
竃
・
①
爵
㊦
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
道
徳
的
主
体
が
無
限
で
あ
る
と
言
う
場
合
そ
の
根
拠
は
何
れ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
自
我
は
主
体
の
働
き
を
自
己
の
中
に
持
つ
限
り
精
神
的
実
体
で
あ
る
。
こ
の
自
我
は
認
識
論
的
に
見
れ
ば
統
覚
的
自
我
で
あ
る
。
そ
う
い
う
主
体
的
自
我
の
共
存
と
し
て
の
世
界
が
、
特
に
第
四
の
二
律
背
反
に
於
て
偶
然
と
必
然
の
関
係
と
し
て
示
さ
れ
る
。
即
ち
世
界
に
於
け
る
存
在
者
は
す
べ
て
偶
然
的
で
あ
る
が
、
こ
の
偶
然
を
偶
然
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
、
最
早
そ
れ
自
身
偶
然
的
な
る
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
必
然
的
存
在
者
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
か
る
存
在
者
は
正
に
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
た
絶
対
者
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
問
題
は
最
早
二
律
背
反
の
問
題
で
は
な
い
。
絶
対
的
必
然
的
存
在
者
の
問
題
は
直
接
「
理
性
の
理
想
」
即
ち
神
の
問
題
に
か
か
わ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
神
　
カ
ン
ト
は
絶
対
的
存
在
者
の
存
在
構
造
を
、
無
限
な
与
え
ら
れ
た
全
体
的
塞
間
の
存
在
構
造
と
類
比
的
に
考
え
て
い
る
。
即
ち
「
物
の
あ
ら
ゆ
る
多
様
性
は
、
そ
れ
の
共
通
の
基
体
で
あ
る
最
高
実
在
の
概
念
を
制
限
す
る
と
こ
ろ
の
同
様
に
多
様
な
仕
方
に
す
ぎ
な
い
。
ち
よ
う
ど
す
べ
て
の
図
形
が
無
限
な
空
間
を
制
限
す
る
種
々
な
仕
方
と
し
て
の
み
可
能
な
の
と
同
様
で
あ
る
」
（
し
d
°
ω
゜
8
①
）
。
空
間
を
神
と
の
連
関
で
老
え
る
立
場
は
、
既
に
「
天
体
論
」
で
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
塞
間
は
近
世
哲
学
に
於
て
特
に
神
学
的
形
而
上
学
的
性
格
を
持
つ
。
実
際
カ
ン
ト
も
、
「
時
間
空
間
を
物
自
体
と
看
徹
せ
ば
そ
れ
は
必
然
的
に
神
学
へ
導
く
。
時
間
空
聞
を
物
自
体
の
形
式
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
そ
れ
は
又
神
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
」
（
ゆ
．
ω
㌧
謡
）
と
言
っ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
右
に
述
べ
た
最
高
存
在
者
の
規
定
の
す
ぐ
後
で
、
彼
は
こ
の
規
定
を
「
粗
雑
な
表
現
」
と
し
て
退
け
、
次
の
様
に
語
っ
て
い
る
。
「
む
し
ろ
最
高
存
在
者
は
総
括
と
し
て
で
は
な
く
、
理
由
O
歪
巳
と
し
て
す
べ
て
の
物
の
可
能
性
の
根
底
に
存
し
、
物
の
多
様
は
、
　
　
　
　
「
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
’
●
　
　
　
　
「
カ
ソ
ト
に
於
げ
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
原
存
在
者
の
制
限
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
完
全
な
結
果
国
○
ぼ
①
に
基
ず
く
で
あ
ろ
う
」
（
し
d
°
ω
゜
①
O
刈
）
。
こ
れ
は
、
若
し
現
実
的
な
存
在
者
を
最
高
実
在
者
の
制
限
或
は
分
割
と
し
て
看
倣
せ
ば
、
原
存
在
者
は
派
生
的
な
存
在
者
の
単
な
る
集
合
》
σ
Q
σ
q
お
σ
q
卑
2
ヨ
と
看
徹
さ
れ
る
事
に
な
る
が
、
現
存
在
者
は
そ
の
様
に
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
は
同
時
に
全
体
同
時
と
し
て
の
無
限
な
空
間
に
対
し
て
も
そ
れ
が
》
α
q
σ
q
お
σ
q
餌
ε
B
で
な
い
と
い
う
様
に
言
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
空
間
は
↓
切
現
象
の
根
底
に
存
す
る
ア
ー
プ
リ
オ
リ
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
空
間
は
直
観
と
し
て
与
え
ら
れ
た
無
限
な
量
で
あ
っ
て
、
最
高
存
在
者
は
そ
れ
と
類
比
的
忙
老
え
ら
れ
る
と
は
言
え
、
少
く
と
も
本
質
的
に
は
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
最
高
存
在
者
の
存
在
構
造
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
無
限
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
種
類
の
無
限
で
あ
る
か
。
　
右
に
述
べ
た
様
に
最
高
存
在
者
と
現
実
的
な
個
物
と
の
関
係
を
、
全
体
と
そ
れ
の
限
定
と
し
て
の
部
分
と
い
う
仕
方
で
考
え
る
事
を
排
除
す
る
の
は
、
伝
統
的
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
に
陥
る
こ
と
を
避
け
ん
と
す
る
意
図
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
救
う
道
は
、
「
根
拠
と
帰
結
」
の
関
係
の
適
用
以
外
に
な
い
。
と
こ
ろ
で
「
根
拠
と
帰
結
」
の
概
念
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
充
足
理
由
律
」
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
こ
れ
を
神
と
個
物
と
の
関
係
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
高
存
在
者
は
如
何
に
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
神
を
カ
ン
ト
は
「
理
性
の
理
想
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
理
想
は
各
個
物
の
汎
通
的
限
定
で
あ
り
、
「
個
物
の
特
殊
的
可
能
性
に
対
す
る
先
験
的
与
件
を
含
む
べ
き
一
切
の
可
能
性
に
対
す
る
素
材
と
言
う
前
提
を
含
む
」
（
切
゜
ω
．
8
H
）
。
そ
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
の
可
能
性
の
、
最
高
に
し
て
完
全
な
る
質
料
的
制
約
岳
①
騨
げ
ω
9
暮
Φ
ロ
μ
山
く
o
房
酔
餌
巳
圃
Φ
ヨ
鉾
①
臨
巴
Φ
ゆ
巴
言
σ
嘆
ロ
冨
α
q
を
構
成
す
る
」
（
じ
d
°
ω
゜
①
O
蔭
）
。
こ
の
様
な
規
定
は
、
論
理
的
な
規
定
を
そ
の
根
本
に
お
い
て
い
る
事
を
示
す
。
、
そ
れ
故
に
又
次
の
様
に
も
言
わ
れ
て
い
る
b
「
そ
れ
は
一
切
の
物
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
的
述
語
の
総
括
で
あ
る
。
相
互
に
矛
盾
す
る
与
え
ら
れ
た
述
語
の
各
一
対
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一
つ
が
こ
れ
に
属
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
一
切
の
相
互
に
矛
盾
す
る
可
能
的
述
語
の
各
一
対
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
つ
が
こ
れ
に
属
す
る
場
合
、
一
切
の
実
在
す
る
も
の
は
汎
通
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
」
（
し
d
°
ω
゜
8
H
）
。
汎
通
的
限
定
と
は
、
A
・
B
・
C
と
い
う
各
々
の
項
に
全
体
的
に
ゆ
き
わ
た
る
規
定
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
れ
ば
A
・
B
・
C
は
い
ず
れ
も
共
通
の
規
定
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
神
は
、
A
・
B
・
C
の
各
実
体
的
項
の
共
同
の
基
体
或
は
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
考
え
方
は
既
に
一
七
五
五
年
『
形
而
上
学
的
認
識
第
一
原
理
の
新
釈
』
に
於
て
示
さ
れ
て
い
る
。
「
有
限
な
諸
々
の
実
体
は
、
・
…
．
・
絵
く
唯
そ
れ
等
の
存
在
性
の
共
通
原
理
か
ら
、
即
ち
神
の
悟
性
か
ら
相
互
関
係
に
立
つ
様
に
作
り
保
た
れ
て
い
る
限
り
に
於
て
の
み
交
互
関
係
に
立
つ
」
（
ゆ
H
ω
）
。
こ
の
考
え
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
て
「
経
験
の
類
推
」
の
項
に
受
け
つ
が
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
実
体
の
交
互
作
用
は
、
「
共
同
性
○
①
ヨ
Φ
ロ
ω
。
匿
h
こ
の
範
疇
に
基
ず
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
多
数
の
実
体
を
根
底
に
於
て
、
そ
う
い
う
実
体
の
交
互
作
用
の
可
能
性
の
根
拠
と
し
て
神
を
老
え
る
と
い
う
思
想
に
つ
な
が
る
。
　
と
こ
ろ
で
カ
ン
ト
は
他
方
で
か
か
る
根
拠
と
し
て
の
理
想
を
更
に
次
の
様
に
規
定
し
て
い
る
。
「
理
想
は
理
性
に
と
っ
て
一
切
の
物
の
原
型
只
0
8
蔓
b
o
コ
で
あ
り
、
物
は
す
べ
て
不
完
全
な
模
型
Φ
9
巻
o
口
’
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
に
対
す
る
素
材
を
こ
の
原
型
か
ら
受
け
取
る
」
（
ゆ
゜
ω
．
①
O
蒔
）
。
そ
し
て
こ
の
理
想
の
対
象
は
、
「
原
存
在
体
①
コ
ω
O
ユ
σ
q
ぎ
巴
貯
8
」
、
「
最
高
存
在
体
Φ
⇒
°
。
。
・
β
ヨ
ヨ
‘
日
」
、
「
一
切
存
在
体
の
存
在
体
窪
ω
①
三
冨
ヨ
」
、
「
一
切
実
在
体
。
ヨ
巳
ω
H
8
年
器
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
存
在
体
の
自
体
的
な
あ
り
方
が
問
題
で
あ
る
。
が
カ
ン
ト
は
こ
こ
で
は
殆
ん
ど
こ
の
存
在
体
の
自
体
的
あ
り
方
に
つ
い
て
は
語
ら
ず
、
た
だ
、
そ
れ
の
個
物
に
対
す
る
関
係
の
み
に
注
目
し
て
語
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
神
を
一
種
の
実
在
体
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
今
の
問
題
の
解
決
へ
の
糸
口
を
与
え
る
。
　
実
在
性
ヵ
雷
洋
馨
は
ラ
テ
ン
語
の
民
8
年
器
か
ら
来
た
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
実
在
性
を
カ
ン
ト
は
ど
の
様
な
も
の
と
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
既
に
直
観
の
形
式
と
し
て
の
時
間
空
間
は
「
経
験
的
実
在
性
o
ヨ
且
H
『
。
げ
①
菊
窪
津
讐
」
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
が
対
象
へ
の
妥
当
○
①
詳
ロ
づ
σ
q
を
有
す
る
と
言
ヶ
意
味
で
あ
る
（
甲
ω
．
念
）
。
範
疇
表
で
は
、
質
の
範
疇
を
幻
＄
犀
餌
計
2
①
σ
q
畿
O
P
い
一
巨
什
？
ま
昌
と
規
定
す
る
。
そ
れ
で
は
図
＄
澤
痒
は
U
器
Φ
冒
で
あ
り
、
Z
Φ
α
q
豊
8
は
Z
8
窪
ω
①
冒
は
で
あ
る
か
。
彼
は
U
p
ω
巴
P
2
8
窪
器
ぼ
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
農
」
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
　
『
カ
ン
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
を
］
≦
o
匹
騨
幣
讐
の
範
疇
に
数
え
て
い
る
。
従
っ
て
即
Φ
餌
葺
餌
3
2
①
σ
q
p
江
o
コ
は
∪
器
魚
P
2
8
げ
畠
o
言
と
は
異
っ
た
意
味
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
Z
①
α
q
¢
江
8
は
単
な
る
2
8
ぼ
ω
①
ぼ
で
は
な
《
、
積
極
的
な
事
実
上
の
反
対
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
例
え
ば
、
同
一
物
体
を
そ
れ
ぞ
れ
反
対
な
方
向
に
動
か
せ
る
力
の
如
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
に
一
七
六
三
年
『
負
量
の
概
念
を
哲
学
に
応
用
す
る
試
み
』
に
於
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
2
．
σ
q
節
ま
コ
も
一
種
の
実
在
性
を
持
つ
。
元
来
様
相
の
範
疇
は
、
対
象
そ
の
も
の
に
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、
対
象
の
認
識
の
手
続
に
関
係
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
カ
ン
ト
は
『
形
而
上
学
講
義
』
の
中
で
、
実
在
性
を
「
現
象
的
実
在
性
器
①
年
鋤
ω
め
げ
器
口
o
日
①
口
o
コ
」
と
「
可
想
的
実
在
性
H
Φ
p
年
①
ω
8
口
B
①
口
8
」
と
に
区
別
し
て
次
の
様
に
言
う
。
「
積
極
的
に
我
々
の
感
官
‘
に
表
象
さ
れ
る
も
の
は
現
象
的
実
在
性
と
呼
ば
れ
、
同
様
に
我
々
の
純
粋
悟
性
に
表
象
さ
れ
る
一
切
の
も
の
は
可
想
的
実
在
性
と
呼
ば
れ
る
」
（
勺
o
臣
…
国
舜
■
昌
8
＜
o
匡
①
ω
巨
σ
q
O
げ
臼
凸
①
H
≦
①
・
仲
9
℃
ず
団
ω
涛
゜
ω
G
ω
O
）
。
「
我
々
は
∪
ぎ
σ
q
に
於
て
菊
舞
窪
9
3
計
Z
o
σ
身
簿
ご
口
゜
団
日
冨
ユ
o
昌
を
思
惟
し
得
る
」
（
①
ぴ
①
昌
壁
）
。
こ
の
場
合
幻
①
⇔
年
讐
は
U
ぎ
σ
q
プ
o
ド
ω
ρ
9
げ
①
評
（
し
u
°
Q
Q
μ
c
。
N
）
だ
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
物
一
般
の
完
全
性
、
何
等
の
Z
①
σ
q
註
8
を
も
含
ま
な
い
単
的
に
完
全
な
も
の
は
、
最
犬
の
実
在
性
で
あ
り
、
形
而
上
学
的
意
味
で
①
富
。
日
巳
什
鼠
。
器
巴
P
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
『
批
判
」
で
コ
切
の
可
能
的
実
在
性
の
最
高
度
げ
α
筈
ω
8
0
昼
窪
Φ
＜
8
龍
葭
ヨ
α
σ
q
膏
ず
窪
切
＄
浮
馨
」
と
曇
口
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
．
こ
れ
は
自
体
的
に
は
、
有
限
な
人
間
に
と
っ
て
理
論
理
性
め
立
場
で
は
把
握
不
可
能
に
止
ま
る
。
従
っ
て
「
純
粋
理
性
の
理
想
」
と
呼
ば
れ
る
。
　
そ
れ
で
は
か
か
る
最
高
実
在
性
は
果
し
て
無
限
で
あ
る
か
。
彼
は
右
の
『
講
義
』
の
中
で
二
種
の
無
限
を
区
別
す
る
。
一
つ
は
純
粋
悟
性
概
念
の
無
限
で
あ
り
、
ぎ
出
三
ε
ヨ
器
舘
Φ
と
呼
ば
れ
、
他
は
時
間
空
間
に
か
か
わ
る
無
限
で
、
ぎ
診
ぎ
ヨ
ヨ
p
チ
①
ヨ
⇔
叶
圃
2
ヨ
と
呼
ば
れ
る
。
「
前
者
に
於
て
我
々
は
o
ヨ
巳
ε
山
o
を
思
惟
し
、
従
っ
て
一
定
の
概
念
を
持
つ
。
し
か
し
後
者
に
於
て
我
々
は
決
し
て
o
ヨ
三
ε
〔
δ
8
濠
＆
奉
を
思
惟
し
得
な
い
」
勺
o
評
．
＜
°
ω
．
G
。
㊤
）
。
こ
こ
で
数
学
的
無
限
と
い
う
の
は
、
単
位
を
順
々
に
附
加
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
無
限
を
老
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
純
粋
直
観
と
し
て
の
時
間
空
間
に
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
実
、
的
無
限
か
ら
数
学
的
無
限
へ
推
論
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
謁
「
現
実
的
無
限
と
数
学
的
無
限
或
は
数
と
が
如
何
な
る
関
係
を
持
つ
か
を
我
「
々
は
把
握
b
得
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
℃
o
年
N
．
＜
°
ω
゜
ω
ゆ
）
と
’
も
曇
一
口
わ
れ
る
。
従
っ
て
冒
節
巳
ε
ヨ
器
巴
Φ
は
数
学
的
無
限
と
は
次
元
の
異
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
形
而
上
学
的
無
限
営
φ
口
ぎ
ヨ
ヨ
①
富
9
蕩
8
β
B
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
無
限
が
同
＄
年
霧
口
2
ヨ
魯
8
で
あ
り
、
そ
れ
が
純
粋
悟
性
極
念
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
と
言
う
場
合
、
そ
の
言
う
悟
性
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
　
純
粋
悟
性
概
念
は
、
そ
れ
の
現
象
へ
の
適
用
に
於
て
、
即
ち
図
式
化
さ
れ
る
こ
と
に
於
て
そ
の
実
在
的
意
味
を
持
つ
と
言
う
の
が
『
純
粋
理
性
批
判
」
の
主
張
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
理
論
理
性
の
立
場
で
あ
っ
て
、
悟
性
は
純
粋
悟
性
と
し
て
見
た
場
合
一
種
の
可
想
的
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
が
未
だ
問
題
的
で
あ
り
、
理
念
の
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
実
践
の
立
場
で
は
最
早
問
題
的
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
は
言
う
。
「
自
由
の
概
念
は
、
そ
の
実
在
性
が
実
践
理
性
の
必
然
的
法
則
に
よ
っ
て
証
明
せ
ら
れ
る
限
り
、
純
粋
理
性
の
、
理
論
理
性
さ
へ
の
、
体
系
の
全
建
築
の
試
金
石
を
な
す
。
そ
し
て
理
論
理
性
に
於
て
単
な
る
理
念
と
し
て
不
安
定
に
止
ま
っ
た
所
の
他
の
す
べ
て
の
概
念
（
神
と
不
死
）
は
、
今
や
自
由
の
概
念
に
連
結
し
、
こ
れ
と
共
に
又
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
成
立
と
客
観
的
実
在
性
を
得
る
」
（
凶
蜂
降
山
．
吋
肩
9
。
，
ぎ
尻
o
げ
Φ
口
く
Φ
旨
信
昌
h
け
く
o
ほ
①
鎚
①
゜
℃
げ
　
o
ω
o
営
o
ず
①
切
一
げ
冨
○
跨
Φ
置
ω
゜
ω
～
ら
）
。
自
由
な
る
意
志
の
客
観
的
実
在
性
は
、
純
粋
理
性
の
事
実
と
し
て
承
認
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
最
高
存
在
体
を
次
の
様
に
規
定
す
る
。
「
自
然
の
最
高
原
因
は
、
そ
れ
が
最
上
善
に
と
っ
て
前
提
さ
れ
る
限
り
、
悟
性
及
び
意
志
に
よ
っ
て
自
然
の
原
因
（
従
っ
て
世
界
創
造
者
で
あ
る
所
の
存
在
者
、
即
ち
神
で
あ
る
」
（
内
．
傘
や
く
幽
ω
゜
目
薩
）
。
神
は
意
志
で
あ
り
悟
性
で
あ
る
。
こ
の
場
合
悟
性
は
単
な
る
多
様
の
統
一
と
し
て
の
悟
性
で
は
な
．
く
、
純
粋
自
発
性
と
し
て
の
純
粋
悟
性
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
様
な
主
張
が
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
神
が
意
志
で
あ
り
悟
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
悟
性
及
び
意
志
は
、
人
間
の
悟
性
及
び
意
志
と
如
何
に
か
か
わ
る
か
、
こ
の
様
な
疑
問
を
我
々
は
既
に
デ
カ
ル
ト
に
対
し
て
提
出
し
た
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
。
神
の
悟
性
及
び
意
志
は
、
入
間
の
悟
性
及
び
意
志
と
の
類
比
に
よ
っ
て
の
み
考
え
ら
れ
る
の
ー
で
は
な
い
か
。
こ
の
類
比
諺
昌
蝉
，
　
　
　
　
「
ガ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
　
「
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
　
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
♂
σ
q
即
Φ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
神
の
悟
性
及
び
意
志
と
し
て
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
純
粋
悟
性
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
可
想
的
実
在
体
は
神
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
実
在
体
の
あ
り
方
は
、
人
間
め
悟
性
と
の
類
比
に
於
て
思
惟
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
神
の
把
握
の
新
た
な
道
が
開
か
れ
る
。
意
志
は
既
に
そ
れ
自
身
一
種
の
主
体
的
自
発
的
自
己
活
動
性
で
あ
り
、
従
っ
て
神
の
自
体
的
あ
り
方
は
、
意
志
の
自
発
的
あ
り
方
に
於
て
積
極
的
に
把
握
さ
れ
る
に
至
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
1
）
　
O
」
≦
帥
ほ
ぎ
旧
丙
㊤
口
ρ
ω
゜
H
O
心
゜
（
ζ
餌
『
臥
ロ
は
こ
の
》
ロ
巴
o
α
q
δ
の
概
念
を
根
本
に
お
い
て
国
お
o
ザ
⑦
ぎ
β
旨
σ
q
と
∪
ぎ
σ
q
9
。
昌
臨
o
『
と
の
対
立
を
存
在
　
論
的
見
地
か
ら
統
一
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
）
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
、
実
践
的
自
我
　
自
由
な
る
意
志
は
絶
対
的
自
発
性
と
し
て
自
己
が
自
己
自
身
に
対
し
て
法
則
を
゜
。
Φ
旨
Φ
口
す
る
働
き
で
あ
る
。
そ
う
い
う
働
き
の
主
体
が
実
践
的
自
我
で
あ
る
。
°
自
由
な
る
道
徳
的
主
体
と
し
て
の
実
践
的
自
我
は
、
感
性
か
ら
独
立
に
、
む
し
ろ
こ
れ
を
排
除
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
。
か
か
る
自
我
は
道
徳
的
な
純
粋
自
発
性
と
し
て
、
単
に
法
則
に
従
っ
て
行
為
す
る
の
で
は
な
く
、
「
法
則
の
表
象
に
従
っ
て
づ
霧
ゲ
岱
2
＜
o
同
卑
亀
巷
σ
q
餌
興
○
①
ω
Φ
訂
①
」
（
O
窪
口
臼
①
σ
q
信
口
α
q
N
鐸
二
≦
騨
巷
ξ
ω
涛
山
2
ω
葺
①
P
勺
窪
．
し
d
産
゜
ω
゜
謹
）
行
為
す
る
主
体
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
主
体
は
あ
く
ま
で
人
間
主
体
と
し
て
感
受
性
即
Φ
N
Φ
冥
三
鼠
け
を
有
す
る
。
従
う
て
単
に
こ
の
様
な
感
受
性
か
ら
の
独
立
で
は
な
く
し
て
、
更
に
積
極
的
に
そ
の
内
容
を
為
す
衝
動
或
は
傾
向
性
を
認
め
つ
つ
、
却
っ
て
こ
れ
を
排
除
す
る
働
き
に
於
て
は
じ
め
て
人
間
の
道
徳
的
実
践
的
主
体
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
カ
ン
ト
が
人
間
に
と
っ
て
命
法
或
は
当
為
の
必
然
性
を
主
張
す
る
所
以
で
あ
る
。
当
為
と
し
て
意
識
さ
れ
る
道
徳
法
則
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
見
れ
ば
感
性
を
越
え
た
超
越
的
な
も
の
と
し
て
無
限
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
我
々
の
意
識
の
仕
方
に
即
し
て
考
え
る
と
こ
ろ
に
実
践
的
道
徳
的
主
体
の
独
自
性
が
存
す
る
。
単
に
感
性
か
ら
の
独
立
で
は
な
く
、
道
徳
法
則
を
道
徳
法
則
と
し
て
意
識
す
る
点
に
実
践
的
道
徳
的
主
体
の
本
来
の
姿
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
’
様
な
主
体
は
又
人
格
と
看
倣
さ
れ
る
。
こ
の
人
格
は
「
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
自
我
仁
蕊
8
ぼ
げ
母
①
ω
ω
巴
び
雪
」
（
閑
・
匹
も
・
く
・
ω
・
H
O
。
①
）
と
し
て
、
自
己
に
於
て
有
限
で
あ
り
つ
つ
無
限
を
や
ど
す
も
の
と
し
て
、
カ
ン
ト
の
無
限
概
念
に
と
っ
て
根
本
的
意
義
を
持
つ
。
か
か
る
も
の
と
し
て
人
格
は
絶
対
的
価
値
岳
①
毛
¢
巳
①
を
有
し
、
聖
な
る
も
の
α
霧
国
①
ま
σ
Q
Φ
と
な
る
の
で
あ
る
。
目
的
自
体
と
し
て
の
人
格
は
正
に
か
か
る
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
様
な
感
性
の
排
除
に
於
て
喚
起
さ
れ
意
識
さ
れ
る
所
の
も
の
は
一
種
の
感
情
を
含
み
、
こ
れ
を
カ
ン
ト
は
道
徳
的
感
情
ヨ
o
邑
冨
。
冨
ω
O
①
露
窪
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
又
逆
に
道
徳
法
則
へ
の
尊
敬
》
。
窪
§
σ
q
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
。
　
有
限
な
理
性
的
存
在
者
に
と
っ
て
無
限
は
有
限
の
否
定
に
於
て
成
立
す
る
。
感
性
の
傾
向
性
の
排
除
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
る
感
情
は
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
一
種
の
不
快
d
巳
岳
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
排
除
が
却
っ
て
逆
に
自
己
を
「
高
揚
①
島
Φ
び
魯
」
（
国
゜
鳥
も
゜
＜
陰
Q
っ
．
㊤
N
）
し
、
自
己
自
ら
の
中
に
超
感
性
的
な
る
も
の
を
意
識
せ
し
む
る
快
で
あ
る
。
か
か
る
快
こ
そ
カ
ン
ト
の
言
う
「
崇
高
国
臣
筈
窪
『
Φ
置
に
他
な
ら
な
い
。
　
か
く
し
て
無
限
者
は
道
徳
的
主
体
に
於
け
る
自
我
意
識
を
通
じ
て
積
極
的
に
蜜
匡
①
昌
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
の
み
「
我
が
上
な
る
星
輝
け
る
空
と
、
我
が
内
な
る
道
徳
律
」
が
共
に
無
限
の
二
つ
の
あ
り
方
と
し
て
、
感
嘆
と
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
我
々
の
心
を
満
た
す
と
言
う
意
味
が
理
解
さ
れ
得
る
。
し
か
し
法
則
へ
の
尊
敬
は
傾
向
性
の
排
除
と
い
う
側
面
に
於
て
の
み
思
惟
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ン
ト
に
於
て
は
無
限
は
我
が
内
な
る
道
徳
律
に
の
み
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
内
な
る
無
限
と
同
時
に
外
な
る
無
限
が
、
実
は
無
限
の
表
裏
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ゆ
初
期
以
来
の
無
限
観
は
既
に
述
べ
た
如
く
世
界
の
無
限
、
空
間
の
無
限
に
関
し
て
畏
開
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
無
限
観
の
本
来
的
な
姿
は
こ
の
両
側
面
の
統
一
に
於
て
示
さ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
無
限
な
空
間
世
．
界
を
単
に
自
己
の
前
に
見
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
直
接
「
私
の
存
在
の
意
識
」
（
閑
」
も
゜
＜
。
ω
高
。
。
①
）
と
結
合
す
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
同
一
の
意
識
に
於
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
最
後
に
こ
の
点
を
、
崇
高
国
昏
2
。
げ
①
⇒
ず
Φ
謬
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
、
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
騙
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
カ
ン
ト
の
無
限
の
一
層
本
質
的
な
あ
り
方
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
　
理
念
の
表
現
者
と
し
て
の
自
我
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
我
々
は
既
に
第
一
第
二
の
二
律
背
反
の
解
決
に
於
て
、
継
次
的
綜
合
の
無
限
遡
源
は
非
完
結
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
進
を
止
め
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
見
て
来
た
。
有
限
者
に
と
っ
て
は
、
世
界
は
か
か
る
継
次
的
綜
合
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
、
そ
の
実
在
的
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
他
方
我
々
は
世
界
の
全
体
を
少
く
と
も
理
念
の
中
に
持
つ
と
言
う
場
合
、
そ
の
理
念
は
具
体
的
に
、
実
在
的
経
験
の
総
括
と
し
て
一
応
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
理
念
が
主
体
に
関
し
て
思
惟
さ
れ
る
限
り
、
単
な
る
世
界
の
全
体
性
に
尽
き
な
い
。
理
念
は
元
来
如
何
な
る
感
性
的
表
現
も
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
何
等
か
の
形
で
形
象
的
な
姿
に
於
て
表
現
し
得
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
最
早
そ
れ
は
世
界
の
全
体
と
い
う
如
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
個
物
の
中
に
理
念
の
姿
を
見
る
。
　
綜
合
の
全
体
性
へ
の
手
続
き
は
、
有
限
な
人
間
に
と
っ
て
は
構
想
力
の
継
次
的
綜
合
に
ま
つ
他
な
い
。
が
あ
く
ま
で
も
か
が
る
立
場
を
推
持
し
つ
つ
全
体
性
を
思
惟
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
何
等
か
の
和
解
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
こ
そ
『
判
断
力
批
判
』
に
於
け
る
「
崇
高
」
の
問
題
に
他
な
ら
ぬ
。
崇
高
を
カ
ン
ト
は
「
理
性
と
構
想
力
の
調
和
」
に
於
て
成
立
す
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
理
性
と
は
理
念
の
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
崇
高
が
無
限
と
如
何
に
か
か
わ
る
か
。
　
さ
て
カ
ン
ト
は
崇
高
を
、
量
の
無
限
に
関
係
す
る
「
数
学
的
崇
高
」
と
、
力
の
無
限
に
関
係
す
る
「
力
学
的
崇
高
」
に
区
別
す
る
。
先
づ
数
学
的
崇
高
と
は
何
か
。
崇
高
と
は
「
絶
体
的
に
大
な
る
も
の
」
（
囚
蜂
畔
山
興
d
ほ
①
房
犀
鑓
出
e
⑳
b
。
α
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
庖
絶
対
的
に
大
き
い
と
い
う
事
と
、
或
る
大
き
さ
を
持
つ
と
言
う
こ
と
と
は
異
る
。
後
者
に
於
て
は
「
如
何
に
大
き
い
か
乱
Φ
σ
q
δ
範
」
即
ち
ρ
舞
口
窪
器
が
問
題
で
あ
り
、
前
者
に
於
て
は
ρ
轟
⇒
ε
ヨ
が
問
題
で
あ
る
。
〔
Ω
H
α
葡
Φ
ゲ
筈
窪
（
ρ
ロ
①
巨
μ
寅
ω
）
”
O
H
α
勧
①
゜
。
①
冒
（
ρ
o
碧
ε
目
）
〕
。
一
般
に
量
の
測
定
は
、
そ
れ
と
比
較
す
べ
き
単
位
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
の
単
位
そ
の
も
め
は
絶
対
的
で
な
く
、
更
に
又
別
の
単
位
を
必
要
と
し
て
決
し
て
絶
対
的
単
位
に
到
達
出
来
な
い
。
従
っ
て
数
学
的
量
測
定
は
こ
の
様
な
手
続
に
よ
る
が
，
故
に
、
そ
れ
自
身
で
最
大
の
量
に
達
し
得
な
い
。
そ
れ
は
無
限
に
進
む
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
直
観
に
よ
る
量
の
測
定
は
構
想
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
構
想
力
の
中
に
、
カ
ン
ト
は
こ
こ
で
二
つ
の
作
用
を
含
ま
せ
て
い
る
。
即
ち
「
把
握
作
用
》
q
中
島
゜
・
§
σ
q
（
昌
窟
Φ
げ
①
口
゜
。
一
〇
）
」
と
「
総
括
作
用
N
畠
。
。
鋤
ヨ
ヨ
9
眺
錺
ω
毒
σ
q
（
8
B
箕
①
げ
Φ
コ
ω
δ
β
。
Φ
ω
跨
Φ
け
凶
8
）
」
と
で
あ
る
。
量
測
定
に
於
て
、
前
者
は
困
難
な
く
無
限
に
進
む
が
、
後
者
は
》
二
貯
ω
ω
巨
σ
q
が
進
め
ば
進
む
程
困
難
に
な
り
、
遂
に
そ
の
］
≦
。
×
冒
‘
ヨ
に
、
即
ち
量
測
定
の
感
性
的
大
き
さ
の
極
限
に
達
す
る
。
か
く
て
は
無
限
な
量
を
一
つ
の
全
体
的
な
直
観
に
於
て
表
象
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
様
に
構
想
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
我
々
の
理
性
の
中
に
は
、
こ
の
全
体
的
な
大
き
さ
を
把
握
せ
ん
と
す
る
要
求
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
即
ち
「
総
括
を
一
つ
の
直
観
に
於
て
、
そ
し
て
前
進
す
る
数
系
洌
の
各
項
の
す
べ
て
に
対
し
て
表
現
U
p
窃
什
亀
ロ
ロ
α
q
を
要
求
し
、
無
限
癖
も
の
（
空
間
及
び
経
過
せ
る
時
間
）
を
完
全
に
（
そ
の
総
体
性
日
o
邑
酵
に
関
し
て
）
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
思
惟
す
る
と
い
う
理
性
の
要
求
が
あ
る
」
（
囚
．
窪
゜
d
°
ゆ
N
①
）
。
こ
の
要
求
は
如
何
に
し
て
満
た
さ
れ
る
か
。
そ
の
為
に
は
「
そ
れ
自
身
超
感
性
的
な
る
或
る
能
力
が
人
間
の
心
の
中
に
要
求
さ
れ
る
」
（
①
げ
魯
ゆ
N
①
）
。
そ
れ
故
に
現
象
と
し
て
の
世
界
の
直
観
の
根
底
に
、
そ
の
基
体
ω
仁
げ
ω
葭
簿
と
し
て
お
か
れ
る
存
在
体
の
理
念
に
よ
っ
て
の
み
一
個
の
概
念
の
下
に
総
括
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
う
い
う
理
念
が
我
々
の
中
に
存
在
す
る
と
い
ヶ
場
合
、
そ
の
あ
り
方
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
自
然
が
崇
高
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
「
其
等
の
も
の
の
恵
観
が
、
無
限
性
の
理
念
を
伴
う
如
き
対
象
に
於
て
で
あ
り
、
そ
し
て
無
限
性
の
理
念
の
生
ず
る
の
は
、
或
る
対
象
の
大
き
さ
の
評
価
に
於
て
、
我
々
の
構
想
力
が
最
大
の
努
力
を
尽
し
て
も
、
尚
そ
れ
に
不
適
合
d
昌
き
σ
q
①
ヨ
Φ
ω
ω
①
コ
ゲ
Φ
津
で
あ
る
こ
と
以
外
に
老
え
ら
れ
な
い
」
（
囚
゜
山
．
d
°
吻
卜
。
①
）
。
無
限
な
る
も
の
は
元
来
ヨ
o
°
・
°
。
①
昌
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
①
ω
ω
①
p
出
来
な
い
と
言
う
事
、
即
ち
構
想
力
に
よ
る
こ
づ
き
σ
q
①
ヨ
①
゜
。
ω
①
コ
ゲ
Φ
津
こ
そ
却
っ
て
逆
に
我
々
の
心
を
①
筈
o
び
①
昌
し
、
理
念
と
合
一
す
る
感
情
と
し
て
崇
高
と
呼
ば
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
構
想
力
の
綜
合
の
最
大
の
努
力
を
尽
し
つ
つ
も
、
尚
無
限
を
全
体
的
直
観
に
於
て
表
象
し
得
な
い
と
い
う
有
限
の
意
識
に
於
て
、
却
っ
て
無
限
が
無
限
と
し
て
有
限
の
中
に
意
識
さ
れ
る
。
　
次
忙
自
然
に
於
け
る
「
力
］
≦
舘
ぼ
」
と
し
て
の
力
学
的
崇
高
と
は
何
か
。
力
と
は
「
大
な
る
障
害
に
対
し
て
、
こ
れ
に
う
ち
克
ち
能
力
　
　
　
　
「
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
峙
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
　
『
カ
ソ
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
を
言
う
」
（
区
」
曾
q
竃
゜
。
）
。
従
っ
て
自
然
が
力
学
的
に
崇
高
で
あ
る
為
に
は
、
そ
れ
が
恐
る
べ
き
も
の
と
し
て
考
え
ら
東
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
一
種
の
障
害
と
し
て
、
我
々
は
こ
れ
に
抵
抗
し
て
も
及
ば
な
い
と
い
う
事
が
一
方
に
感
ぜ
ら
れ
つ
つ
、
し
か
も
他
方
こ
の
事
、
即
ち
d
p
惹
①
匹
2
ω
冨
臣
o
げ
①
津
が
却
っ
て
我
々
の
心
を
①
臣
①
げ
①
口
し
我
々
の
心
の
中
に
抵
抗
能
力
の
あ
る
事
を
発
見
せ
し
め
、
自
然
に
対
す
る
一
種
の
優
超
性
を
意
識
せ
し
め
る
。
従
っ
て
「
崇
高
は
自
然
物
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
我
々
が
自
己
の
中
な
る
自
然
に
対
し
て
、
従
っ
て
又
自
己
の
外
な
る
自
然
（
そ
れ
が
我
々
に
影
響
を
与
え
る
限
り
）
に
対
し
、
優
越
性
を
意
識
す
る
限
り
に
於
て
、
た
だ
我
々
の
心
の
中
に
の
み
存
す
る
」
（
囚
゜
山
゜
d
°
ゆ
ト
⊃
Q
Q
）
。
崇
高
に
対
し
て
は
常
に
超
感
性
的
な
る
理
念
が
前
提
さ
れ
、
そ
の
理
念
に
対
す
る
不
適
合
が
、
却
っ
て
逆
に
理
性
が
感
性
に
向
っ
て
行
使
す
る
威
力
と
な
り
、
自
己
の
実
践
的
領
域
に
適
合
せ
し
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
崇
高
は
、
「
実
践
的
理
念
に
対
す
る
感
情
、
即
ち
道
徳
的
感
情
の
要
求
の
中
に
存
す
る
」
（
閑
’
α
．
¢
°
ゆ
b
。
㊤
）
と
言
わ
れ
る
。
感
性
に
逆
ら
っ
て
実
践
理
性
の
目
的
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
に
崇
高
が
h
口
匡
①
コ
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
　
こ
の
様
な
理
念
の
蜜
匡
①
コ
の
さ
れ
方
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
崇
高
は
「
そ
れ
の
表
象
が
心
を
規
定
し
て
、
自
然
の
d
昌
o
羅
①
ざ
げ
げ
鴛
パ
o
謬
を
、
理
念
の
表
現
U
貧
雪
巴
毒
α
q
と
し
て
思
惟
せ
し
む
る
様
な
対
象
（
自
然
）
」
（
閑
゜
阜
d
°
ゆ
b
。
り
゜
〉
口
日
Φ
時
信
口
σ
q
）
で
あ
り
、
「
自
然
を
理
念
に
対
す
る
図
式
ω
。
プ
Φ
ヨ
僧
」
（
Φ
げ
①
P
ゆ
b
。
㊤
）
、
「
超
感
性
的
な
る
も
の
の
表
現
」
（
①
げ
①
P
ゆ
』
㊤
諺
ロ
B
Φ
時
§
σ
q
）
と
し
て
扱
う
こ
と
に
於
て
成
立
す
る
。
こ
の
理
念
の
表
現
或
は
図
式
を
カ
ン
ト
は
特
に
「
象
徴
ω
団
ヨ
げ
o
ご
（
国
゜
F
d
°
ゆ
＄
）
と
呼
ん
で
い
る
。
従
っ
て
崇
高
と
し
て
意
識
さ
れ
る
如
き
無
限
は
「
象
徴
的
無
限
超
ヨ
げ
o
房
。
ゲ
Φ
d
口
①
巳
腎
げ
犀
Φ
置
と
呼
び
得
る
で
あ
ろ
う
。
象
徴
自
体
も
又
一
種
の
作
用
な
の
で
あ
る
。
真
の
意
味
で
の
無
限
は
、
有
限
者
に
と
っ
て
象
徴
的
に
把
握
さ
れ
得
る
も
の
と
な
る
。
か
か
る
無
限
は
結
局
有
限
の
否
定
に
於
て
成
立
す
る
。
有
限
者
に
固
有
な
構
想
力
の
継
次
的
綜
合
の
あ
り
方
に
於
て
、
尚
か
つ
無
限
者
を
積
極
的
に
把
握
せ
ん
が
為
に
は
、
有
限
の
立
場
に
徹
し
て
、
そ
の
極
に
於
て
ひ
る
が
え
っ
て
自
己
を
反
省
し
、
自
己
を
否
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
己
の
中
に
理
性
の
声
を
聞
く
実
践
的
活
動
に
於
て
無
限
と
一
つ
に
な
る
と
い
う
以
外
に
な
い
。
こ
こ
に
無
限
は
有
限
者
の
無
限
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
判
断
力
批
判
」
の
末
尾
に
展
開
さ
れ
る
「
道
徳
的
神
学
」
も
こ
の
立
場
に
於
て
主
張
さ
れ
得
る
と
言
え
よ
う
。
カ
ン
ト
が
「
絶
対
的
全
体
性
を
、
我
々
は
理
念
の
中
に
持
つ
」
と
言
う
場
合
、
そ
の
理
念
の
存
在
論
的
構
造
は
正
に
上
述
の
如
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
絶
対
的
全
体
性
が
無
限
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
様
な
無
限
こ
と
象
徴
的
無
限
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
無
限
は
最
早
単
な
る
直
観
の
形
式
と
し
て
の
無
限
空
間
と
は
異
る
。
象
徴
的
無
限
も
究
極
的
に
は
主
体
に
於
て
意
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
主
体
は
、
単
に
外
に
対
す
る
内
と
い
う
様
な
も
の
で
は
な
い
。
勿
論
空
間
が
直
ち
に
外
な
る
も
の
で
は
な
く
、
主
観
の
表
象
と
し
て
は
内
な
o
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
が
内
的
意
識
の
時
間
に
対
し
て
は
外
と
し
て
老
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
空
間
は
我
々
に
と
っ
て
外
と
し
て
表
象
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
様
な
空
間
の
無
限
に
対
し
て
、
「
我
が
内
な
る
道
徳
法
則
」
の
無
限
の
意
識
が
対
応
す
る
。
し
か
し
　
こ
の
両
者
は
単
に
並
列
的
で
は
な
く
、
究
極
に
於
て
「
同
一
の
意
識
」
に
結
合
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
り
方
が
象
徴
的
あ
り
方
．
と
昌
＝
口
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
空
間
的
に
は
無
限
、
時
間
的
に
は
永
遠
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
あ
く
ま
で
有
限
な
人
間
の
意
識
に
即
し
て
考
え
ら
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
様
な
意
識
は
直
ち
に
知
的
直
観
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
象
徴
は
「
理
念
の
表
現
」
で
あ
る
か
ら
結
局
表
現
作
用
或
は
働
き
に
於
て
、
従
っ
て
そ
の
働
き
の
主
体
の
意
識
に
於
て
成
立
す
る
。
絶
対
的
神
の
無
限
の
あ
り
方
も
、
結
局
か
か
る
意
識
に
於
て
把
握
さ
れ
る
と
言
い
得
る
。
か
か
る
無
限
は
本
来
的
な
意
味
で
の
主
体
の
無
限
、
人
格
の
無
限
な
の
で
あ
る
。
　
初
期
以
来
無
限
、
特
に
空
間
の
無
限
は
、
形
而
上
学
的
問
題
と
し
て
カ
・
ト
の
中
心
問
題
で
あ
・
た
と
考
え
ら
れ
る
・
こ
れ
は
神
の
遍
在
と
い
う
思
想
を
そ
の
背
後
に
含
ん
で
い
る
。
神
の
遍
在
と
い
う
思
想
は
、
や
が
て
空
間
時
間
の
馨
性
の
発
見
に
よ
・
て
「
主
観
の
形
式
」
と
い
う
形
に
変
化
し
て
来
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
本
的
見
方
そ
の
も
の
は
変
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
精
神
の
形
而
上
学
］
≦
Φ
＄
℃
ξ
゜
。
涛
匹
Φ
ω
○
①
聾
①
ω
」
を
「
宇
宙
の
形
而
上
学
］
≦
卑
巷
ξ
ω
涛
仙
Φ
ω
囚
o
ω
ヨ
o
。
。
」
に
対
置
せ
し
め
、
こ
れ
を
導
出
す
る
過
程
・
見
・
こ
・
が
出
来
・
で
匁
犯
・
そ
の
意
肇
初
期
の
神
の
遍
在
竺
゜
穿
≧
σ
q
①
σ
q
①
…
宅
あ
っ
て
・
そ
れ
　
　
　
　
『
カ
ン
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
時
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
＝
　
　
　
　
『
カ
ン
ト
に
於
け
る
無
限
概
念
の
発
展
』
（
石
崎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
　
　
．
が
批
判
を
通
じ
喜
琶
邑
α
q
①
α
Q
…
含
と
し
て
現
貌
・
・
見
・
こ
・
も
出
来
・
で
あ
髭
・
道
徳
的
実
践
程
に
含
ま
れ
・
神
の
理
念
は
、
人
間
に
於
け
る
神
性
の
遍
在
の
感
情
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
人
間
は
、
聖
な
る
も
の
で
あ
り
、
尊
厳
を
持
つ
と
言
わ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
空
間
が
主
観
の
形
式
と
し
て
無
限
で
あ
る
と
言
う
だ
け
で
は
未
だ
真
の
意
味
で
の
無
限
は
理
解
さ
れ
な
い
。
真
の
無
限
は
象
徴
と
し
て
の
み
主
体
に
於
て
臣
窪
Φ
⇒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
象
徴
に
於
て
、
自
我
感
情
が
同
時
に
全
体
感
情
と
し
て
示
さ
れ
、
そ
れ
に
於
て
我
々
の
直
観
は
、
内
な
る
も
の
を
外
な
る
も
の
の
中
に
、
同
時
に
外
な
る
も
の
を
内
な
る
も
の
の
中
に
反
省
す
る
。
．
三
に
於
て
単
な
る
O
①
富
づ
犀
Φ
で
あ
っ
た
自
然
の
無
限
性
が
、
そ
の
具
体
的
真
理
性
を
持
つ
に
至
る
と
考
え
ら
れ
、
自
然
の
無
限
性
は
、
自
我
の
無
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
性
の
反
映
に
於
て
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
様
に
考
え
て
来
る
な
ら
ば
、
初
期
以
来
の
無
限
の
問
題
は
、
カ
ン
ト
哲
学
に
於
け
る
形
而
上
学
的
中
心
問
題
巧
あ
り
、
そ
れ
が
批
判
を
通
じ
て
認
識
論
的
自
覚
に
持
ち
来
た
ら
さ
れ
た
と
言
う
こ
ど
が
出
来
る
。
カ
ン
ト
の
無
限
概
念
の
本
質
的
形
而
上
学
的
意
味
は
、
か
く
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
い
得
る
。
＄
AAA321
）））
国
①
一
ヨ
ω
o
①
昏
い
ω
ε
象
⑦
ロ
差
げ
勺
『
一
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ω
o
唱
匪
ρ
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囚
p
三
ω
゜
H
＜
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ω
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O
p
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国
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ω
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①
げ
O
コ
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昌
似
日
①
ゲ
器
゜
ω
゜
ω
α
ω
（
カ
ソ
ト
の
テ
キ
ス
ト
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中
、
囚
゜
昏
O
’
＜
は
勺
甑
r
ゆ
旨
ド
コ
Φ
鐸
昌
8
＞
ロ
｛
冨
σ
q
Φ
を
用
い
た
）
